Penale 
Tnternationale 


Tnternational 
Criminal 
Court 


Elements 
Of 
CrimeS 








要 系 
の 


犯罪 *** 

















* 注 釈 ・ ジェ ノ サ イド 犯罪 、 人 道 に 対す る 罪 、 戦 争 犯 罪 の 要素 の 構造 は 、 ロ ー 
マ 法 第 6 条 、 第 7 条 、 お よび 第 8 条 の 対応 する 規定 の 構造 に 従い ます 。 ロ ー マ 法 
の これ ら の 記事 の いく つか の 段落 に は 、 複 数 の 犯罪 が 記載 され て いま す 。 そ の 
よう な 場合 、 犯 罪 の 要素 は 、 そ れ ぞ れ の 要素 の 識別 を 容易 に する た め に 、 そ れ 
ら の 犯罪 の それ ぞ れ に 対応 する 別々 の 段落 に 表示 され ます 。 


犯罪 の 要素 は か ら 複製 され ます 司 廃 多 表 奄 基 六 ワー マ 聞 門 の 胡 約 局 会 基 の 
公 欧 及 痕 、 欧 7/ 会 炎 ニュ ー ヲ ー ク 、29 の 2 存 9 選 3-70 万 ( (国連 刊行 物 、 販 
売 番号 E.03.V.2 お よび 正誤 表 ) 、 パ ー ト II.B. 2010 年 核 拡散 防止 条約 で 採択 され 
た 犯罪 の 要素 は 、2070 存 2 忌 37 万 み ら 6 選 77 万 まで 、 カ ン / ノ ザラ の 違 旗 旭 戚 


太 の ワー マ 六 の し ど ュ ユー 会 衣 の 公 贅 朗 祖 ( (国際 刑事 裁判 所 の 出版 物 、RC/ 
11) 。 
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一 般 的 な 紹介 

1. 第 9 条 に 従い 、 以 下 の 犯罪 要素 は 、 法 令 に 準拠 し て 、 第 6 条 、 第 7 条 、 お よび 第 8 条 の 解釈 お よび 適用 に お いて 裁 
判 所 を 支援 する も の と し ます 。 第 21 条 お よび 第 3 部 に 定め られ た 一 般 原則 を 含む 法令 の 規定 は 、 犯 罪 の 要 
素 に 適用 され ます 。 

2. 第 30 条 に 記載 され て いる よう に 、 別 段 の 定め が な い 限 り 、 人 は 、 重 要 な 要素 が 意図 と 知識 を も っ て 行わ れ た 場 
合 に の み 、 裁 判 所 の 管轄 内 の 犯罪 に 対す る 刑事 責任 と 責任 を 負う も の と し ます 。 犯罪 の 要素 に お いて 、 記 
載 さ れ て いる 特定 の 行為 、 結 果 、 ま た は 状況 に 関す る 精神 的 要素 に つい て 言及 され て いな い 場 合 、 第 30 条 
に 規定 され て いる 関連 する 精神 的 要素 、 す な わ ち 意図 、 知 識 、 ま た は その 両方 が 適用 され る こと が 理解 さ 

れ ま す 。 関連 する 規定 に 基づく 適用 法 を 含む 、 法 令 に 基づく 第 30 条 基準 の 例外 を 以下 に 示し ます 。 


3. 意 図 と 知識 の 存在 は 、 関 連 す る 事実 と 状況 か ら 推測 する こと が で きま す 。 
4.「 非 人 道 的 」 また は 「 重 度 」 と いう 用 語 を 使用 する 要素 な ど 、 価 値 判 断 を 伴う 要素 に 関連 する 精神 的 要素 に 関 
し て は 、 特 に 明記 され て いな い 限 り 、 実 行者 が 特定 の 価値 判断 を 個人 的 に 完了 する 必要 は あり ませ ん 。 


5. 刑 事 責 任 を 除外 する 理由 また は その 欠如 の 理由 は 、 通 常 、 各 犯罪 の 下 に リス ト さ れ て いる 犯罪 の 要素 に 指定 さ 


れ て いま せん 。 1 
6. 法 令 また は 国際 法 の 他 の 部 分 、 特 に 国際 人 道 法 に 見 られ る 「 違 法 性 」 の 要件 は 、 一 般 に 犯罪 の 要素 に 明記 され 


て いま せん 。 
7. 犯 罪 の 要素 は 、 一 般 的 に 次 の 原則 に 従っ て 構成 され て いま す 。 


順序 で リス ト さ れ て いま す 。 
(b) 必要 に 応じ て 、 影 響 を 受け た 行動 、 結 果 、 ま た は 状況 の 後に 特定 の 精神 的 要素 が リス ト さ れ ま す 。 
(c) 状況 に 応じ た 状況 が 最後 に リス ト さ れ て いま す 。 
8. 犯 罪 の 要素 で 使用 され て いる よう に 、「 実 行者 」 と いう 用 語 は 、 罪 悪 感 また は 無実 に 関し て 中 立 で す 。 適切 な 
青 神 的 要素 を 含む 要素 が 適用 され 、 婦 愛人 女人 変更 を 妨 そ て 、 刑 事 責 任 が 法令 第 25 条 お よび 第 28 条 に 該当 する 
可能 性 の ある すべ て の 者 に 。 
9. 特 定 の 行為 は 、1 つ また は 複数 の 犯罪 を 構成 する 場合 が あり ます 。 


10. 犯 罪 に 短い 称号 を 使用 し て も 、 法 的 効力 は あり ませ ん 。 

















9 この 段落 は 、 制 定 法 の 第 54 条 第 1 項 に 基づく 検察 官 の 義務 を 害する も の で は あり ませ ん 。 
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第 6 条 

ジェ ノ サ イド 

序章 

各 犯 罪 に つい て リス ト さ れ て いる 最後 の 要素 に 関し て : 

(a) 「 文 脈 に お いて 」 と いう 用 語 は 、 新 た な パタ ー ン の 最初 の 行為 を 含み ます 。 
(b) 「 マ ニ フ ェ スト 」 と いう 用 語 は 客観 的 な 資格 で す 。 


(c) 第 30 条 に 規定 され て いる 精神 的 要素 の 通常 の 要件 に も か か わら ず 、 状 況 の 知識 は 通常 、 大 量 虐殺 の 意図 を 
証明 する 際 に 対処 され る こと を 認識 し 、 こ の 状況 に 関す る 精神 的 要素 の 適切 な 要件 は 、 も し あれ ば 、 ケ ー 
スバ イケ ー ス で 裁判 所 に よっ て 決定 され ます 。 


第 6 条 (a) 

殺害 に よる 大 量 虐 殺 

要素 

1. 犯 人 が 殺さ れ た >1 人 以上 。 

2. そ の よう な 人 は 、 特 定 の 国 、 民 族 、 人 種 、 ま た は 宗教 の グル ー プ に 属し て いま し た 。 

3. 加 害 者 は 、 そ の 国 、 民 族 、 人 種 、 ま た は 宗教 の グル ー プ 自体 を 全体 的 また は 部 分 的 に 破壊 する こと を 意図 し て いま し た 。 





4. そ の 行為 は 、 そ の グル ー プ に 対し て 向け られ た 同様 の 行為 の 明白 な パタ ー ン の 文脈 で 行わ れ た か 、 そ れ 自 体 が その よ 
うな 破壊 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 行為 で し た 。 


第 6 条 (b) 

深刻 な 身体 的 また は 精神 的 危害 を 引き 起こ すこ と に よる 大 量 虐殺 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 深刻 な 身体 的 また は 精神 的 危害 を 加え まし た 。 

2. そ の よう な 人 は 、 特 定 の 国 、 民 族 、 人 種 、 ま た は 宗教 の グル ー プ に 属し て いま し た 。 

3. 加 害 者 は 、 そ の 国 、 民 族 、 人 種 、 ま た は 宗教 の グル ー プ 自体 を 全体 的 また は 部 分 的 に 破壊 する こと を 意図 し て いま し た 。 


4. そ の 行為 は 、 そ の グル ー プ に 対し て 向け られ た 同様 の 行為 の 明白 な パタ ー ン の 文脈 で 行わ れ た か 、 そ れ 自 体 が その よ 
うな 破壊 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 行為 で し た 。 


第 6 条 (c) 
物理 的 破壊 を も た ら す と 計算 され た 生命 の 条件 を 故意 に 与え る こと に よる 大 量 虐 殺 


要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 特定 の 生活 条件 を 課 し まし た 。 

2. そ の よう な 人 は 、 特 定 の 国 、 民 族 、 人 種 、 ま た は 宗教 の グル ー プ に 属し て いま し た 。 

3. 加 害 者 は 、 そ の 国 、 民 族 、 人 種 、 ま た は 宗教 の グル ー プ 自体 を 全体 的 また は 部 分 的 に 破壊 する こと を 意図 し て いま し た 。 


4. 生 活 条件 は 、 そ の グル ー プ の 全体 的 また は 部 分 的 な 物理 的 破壊 を も た ら す よう に 計算 され まし た 。4。 


5. 行 為 は 、 そ の グル ー プ に 対し て 向け られ た 同様 の 行為 の 明白 な パタ ー ン の 文脈 で 行わ れ た か 、 そ れ 自 体 が その よう な 
破壊 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 行為 で し た 。 




















2 「 殺 され た 」 と いう 用 語 は 、「 死 因 」 と いう 用 語 と 交換 可能 で す 。 
3 この 行為 に は 、 扶 問 、 レ イプ 、 性 的 暴力 、 非 人 道 的 また は 品位 を 傷つけ る 扱い が 含ま れる 場合 が あり ます が 、 必 ず し も これ ら に 限定 され ませ ん 。 
4 「 生 活 条件 」 と いう 用 語 に は 、 食 料 や 医療 サー ビス な どの 生存 に 不可 欠 な 資源 の 故意 の 剥奪 、 ま た は 家 か ら の 体系 的 な 追放 が 含ま れる 場合 が あり ます 








が 、 必 ず し も これ ら に 限定 され ませ ん 。 


犯罪 の 要素 





第 6 条 (d) 

出産 を 防ぐ こと を 目的 と し た 措置 を 課す こと に よる 大 量 虐殺 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 特定 の 措置 を 課 し まし た 。 

2. そ の よう な 人 は 、 特 定 の 国 、 民 族 、 人 種 、 ま た は 宗教 の グル ー プ に 属し て いま し た 。 

3. 加 害 者 は 、 そ の 国 、 民 族 、 人 種 、 ま た は 宗教 の グル ー プ 自体 を 全体 的 また は 部 分 的 に 破壊 する こと を 意図 し て いま し た 。 


4. 課 せら れ た 措置 は 、 そ の グル ー プ 内 で の 出産 を 防ぐ こと を 目的 と し て いま し た 。 
5. 行 為 は 、 そ の グル ー プ に 対し て 向け られ た 同様 の 行為 の 明白 な パタ ー ン の 文脈 で 行わ れ た か 、 そ れ 自 体 が その よう な 
破壊 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 行為 で し た 。 


第 6 条 (e) 

子供 を 強制 的 に 移送 する こと に よる 大 量 虐殺 

要素 

1. 犯 人 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 強制 的 に 移送 し まし た 。 

2. そ の よう な 人 は 、 特 定 の 国 、 民 族 、 人 種 、 ま た は 宗教 の グル ー プ に 属し て いま し た 。 

3. 加 害 者 は 、 そ の 国 、 民 族 、 人 種 、 ま た は 宗教 の グル ー プ 自体 を 全体 的 また は 部 分 的 に 破壊 する こと を 意図 し て いま し た 。 





4. そ の グル ー プ か ら 別 の グル ー プ へ の 転送 で し た 。 
5.1 人 また は 複数 の 人 が 18 歳 未満 で し た 。 
6. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 が 18 歳 未満 で ある こと を 知っ て いた か 、 知 っ て いる べき で し た 。 


7. そ の 行為 は 、 そ の グル ー プ に 対し て 向け られ た 同様 の 行為 の 明白 な パタ ー ン の 文脈 で 行わ れ た か 、 そ れ 自 体 が その よ 
うな 破壊 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 行為 で し た 。 


第 7 条 
人 道 に 対す る 罪 


序章 


懸 人 の 1D 1 第 2 時 の が の に ます 。 全 
体 と し て 、 個 人 の 刑事 責任 を 保証 お よび 伴う も の で あり 、 世 界 の 主要 な 法制 度 に よっ て 認め られ て いる よ 
うに 、 一 般 的 に 適用 され る 国際 法 の 下 で 許可 され な い 行 為 を 要求 し ます 。 


2. 人 道 に 対す る 罪 の 最後 の 2 つの 要素 は 、 そ の 行為 が 行わ れ な けれ ば な ら な い 状 況 を 説明 し て いま す 。 これら の 
要素 は 、 民 間 人 に 対す る 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 へ の 必要 な 参加 と 知識 を 明確 に し ます 。 た だ 
し 、 最 後 の 要 素 は 、 実 行者 が 攻撃 の すべ て の 特性 、 ま た は 州 ま た は 組織 の 計画 また は ポリ シー の 正確 な 詳 
細 に つい て の 知識 を 持っ て いる と いう 証拠 を 必要 と する も の と し て 解釈 され る べき で は あり ませ ん 。 民間 
人 に 対す る 新た な 広吉 囲 また は 体系 的 な 攻撃 の 場合 、 最 後 の 要素 の 意図 条項 は 、 実 行者 が その よう な 放 撃 
を 促進 する こと を 意図 し た 場合 、 こ の 精神 的 要素 が 満た され る こと を 示し ます 。 


3. こ れ ら の 文脈 要素 に お ける 「 一 般 市 民 に 対す る 攻撃 」 と は 、 法 律 の 第 7 条 第 1 項 で 言及 され て いる 、 任 意 の 一 般 
市 民 に 対す る 行為 の 複数 の 委員 会 を 含む 一 連 の 行動 を 意味 する と 理解 され ます 。 そ の よう な 攻撃 を 行う た 
め の 州 また は 組織 の 方 針 の 。 行為 は 軍事 攻撃 を 構成 する 必要 は あり ませ ん 。 「 そ の よう な 攻撃 を 行う た め 
の 政策 」 は 、 国 家 ま た は 組織 が 民間 人 に 対す る その よう な 攻撃 を 積極 的 に 促進 また は 奨励 する こと を 要求 
する と 理解 され て いま す 。es 





5 「 強 制 的 に 」 と いう 用 語 は 、 物 理 的 な 力 に 限定 され る も の で は な く 、 そ の よう な 人 また は 人 また は 他 の 人 に 対す る 暴力 、 強 迫 、 拘 留 、 心 理 的 抑圧 また 
は 権力 の 乱用 の 設 れ に よっ て 引き 起こ され る よう な 、 力 また は 強制 の 脅威 を 含む 場合 が あり ます 。 ま た は 強制 的 な 環境 を 利用 する こと に よっ て 。 








6 攻撃 の 対象 と し て 一 般 市 民 を 含む 政策 は 、 国 家 ま た は 組織 の 行動 に よっ て 実施 され る で し ょ う 。 そ の よう な ポリ シー は 、 例 外 的 な 状況 で は 、 そ の よう 
な 攻撃 を 奨励 する こと を 意識 的 に 目的 と し た 、 意 図 的 な 行動 の 失敗 に よっ て 実装 され る 場合 が あり ます 。 そ の よう な 政策 の 存在 は 、 政 府 また は 組織 の 
行動 が な いこ と だ け か ら 推 測 す る こと は で きま せん 。 
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犯罪 の 要素 





第 7 条 (1) (a) 

殺人 の 人 道 に 対す る 罪 

要素 

1. 犯 人 が 殺さ れ た 1 人 以上 。 

2. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


3. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る こと を 
意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (b) 
絶滅 要素 の 人 道 に 対す る 罪 


1. 犯 人 が 殺さ れ た s 人 口 の 一 部 の 破壊 を も た ら す と 計算 され た 生活 条件 を 与え る こと を 含む 、1 人 また は 複数 の 
人 。 9 


2. 行 為 は 、 そ の 一 部 と し て 構成 され た 、 ま た は その 一 部 と し て 行わ れ た 。: 民間 人 の 大 量 殺 玉 。 
3. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


4. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 較 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (c) 
奴隷 化 の 人 道 に 対す る 罪 
要素 


1. 実 行者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 購入 、 販 売 、 貸 与 、 物 々 交換 する こと に よっ て 、 ま た は 同様 の 自由 の 和 剥 礁 を 
課す こと に よっ て 、1 人 また は 複数 の 人 の 所 有 権 に 付随 する 権限 の 一 部 また は すべ て を 行使 し まし た 。: 





2. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


3. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 較 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (d) 
強制 送還 また は 人 口 の 強制 移住 の 人 道 に 対す る 罪 
要素 


1. 加 害 者 が 強制 送還 また は 強制 送還 され た 転送 、 ぉ 国際 法 で 許可 され て いる 理由 な し に 、 追 攻 ま た は その 他 の 強 
制 的 な 行為 に より 、1 人 また は 複数 の 人 が 別 の 州 ま た は 場所 に 移動 する こと 。 


2. そ の よう な 人 は 、 強 制 送還 ま た は 移送 され た 地域 に 合法 的 に 存在 し て いま し た 。 








6 「 殺 され た 」 と いう 用 語 は 、「 死 因 」 と いう 用 語 と 交換 可能 で す 。 こ の 脚注 は 、 こ れ ら の 概念 の いずれ か を 使用 する すべ て の 要素 に 適用 され ます 。 こ 
8 の 行為 は 、 直 接 的 また は 間接 的 に 、 さ ま ざ ま な 殺害 方 法 に よっ て 行わ れる 可能 性 が あり ます 。 

9 この よう な 状況 の 影響 に は 、 食 料 や 医薬 品 へ の アク セス の 剥 礁 が 含ま れる 可能 性 が あり ます 。「 の 一 

10 部 と し て 」 と いう 用 語 に は 、 大 量 殺 球 の 最初 の 行為 が 含ま れ ま す 。 


11 この よう な 自由 の 剥奪 に は 、 状 況 に よっ て は 、 強 制 労働 を 強要 する こと や 、 奴 隷 制 度 廃止 補足 条約 、 奴 隷 貿 易 、 奴 隷 制 に 類似 し た 制度 や 慣行 で 定義 さ 
れ て いる 奴隷 状態 に 人 を 引き 下げ る こと が 含ま れる 場合 が ある と 理解 され て いま す 。 こ の 要素 で 説明 され て いる 行為 に は 、 人 、 特 に 女性 と 子供 へ の 人 
身 売 買 が 含ま れる こと も 理解 され て いま す 。 









































12 「 強 制 的 に 」 と いう 用 語 は 、 物 理 的 な 力 に 限定 され る も の で は な く 、 暴 力 、 強 迫 、 拘 留 、 心 理 的 抑圧 、 ま た は その よう な 人 また は 他 の 人 に 対す る 権力 
の 乱用 の 恐れ に よっ て 引き 起こ され る よう な 、 力 また は 強制 の 脅威 を 含む 場合 が あり ます 。 強制 的 な 環境 を 利用 する こと に よっ て 。 





13 「 強 制 送 避 また は 強制 送還 」 は 「 強 制 送還 」 と 交換 可能 で す 。 


犯罪 の 要素 





3. 加 害 者 は 、 そ の よう な 存在 の 合法 性 を 確立 し た 事実 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


5. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 較 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (e) 
人 道 に 対す る 罪 の 投獄 また は その 他 の 身体 的 自由 の 深刻 な 剥奪 
要素 


1. 加 害 者 は 、1 人 以上 の 人 を 投獄 する か 、 そ う で な けれ ば 1 人 以上 の 人 の 身体 的 自由 を 著しく 奪っ た 。 


2. 行 為 の 重大 さ は 、 国 際 法 の 基本 的 な 規則 に 違反 する よう な も の で し た 。 
3. 加 害 者 は 、 行 為 の 重大 性 を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


5. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (⑪ 

措 間 の 人 道 に 対す る 罪 : 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 重度 の 肉体 的 また は 精神 的 な 苦痛 また は 苦痛 を 与え まし た 。 
2. そ の よう な 人 は 、 拘 留 され て いる か 、 加 害 者 の 管理 下 に あり まし た 。 





3. そ の よう な 痛み や 苦し み は 、 合 法 的 な 制裁 か ら の み 生 じ た も の で は な く 、 合 法 的 な 制裁 に 内 在 す る も の で も 、 そ れ に 付随 する も の で も あり ませ ん で し た 。 


4. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


5. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 較 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (g) -1 
レイ プ の 人 道 に 対す る 罪 
要素 


1. 侵 入 者 が 侵入 し た js 犠牲 者 また は 性 器 を 持っ た 加害 者 の 体 の 任意 の 部 分 、 ま た は 任意 の 物体 また は 他 の 部 分 を 
持っ た 犠牲 者 の 肛門 また は 生殖 器 の 開口 部 の 浸透 を も た ら す 行為 に よる 人 の 体 体 。 


2. 侵 略 は 、 暴 力 、 強 迫 、 拘 留 、 心 理 的 抑圧 また は 権力 の 乱用 の れ に よっ て 引き 起こ され る よう な 、 力 に よっ 
て 、 ま た は 力 ま た は 強制 の 脅威 に よっ て 、 そ の よう な 人 また は 他 の 人 に 対し て 、 ま た は 強制 的 な 環境 、 ま 
た は 真 の 同意 を 与え る こと が で き な い 人 に 対し て 侵入 が 行わ れ た 。 is 


3. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


4. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 














14 この 犯罪 に つい て 特定 の 目的 を 証明 する 必要 は な いと 理解 され て いま す 。 「 侵 略 」 の 概念 
15 は 、 ジ ェ ン ダー ニュ ー ト ラル に な る の に 十分 な 広 さ を 意図 し て いま す 。 


16 然 の 、 誘 発 さ れ た 、 ま た は 加 齢 に 関連 し た 無能 力 の 影響 を 受け た 場合 、 人 は 真 の 同意 を 与え る る こと が で き な い 可能 性 が ある こと が 理解 され て いま 
す 。 こ の 脚注 は 、 第 7 条 (1) (g) -3、5、 お よび 6 の 対応 する 要素 に も 適用 され ます 。 
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犯罪 の 要素 





第 7 条 (1) (g) -2 
性 的 奴隷 制 の 人 道 に 対す る 罪 
要素 


1. 実 行者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 購入 、 販 売 、 貸 与 、 物 々 交換 する こと に よっ て 、 ま た は 同様 の 自由 の 和 剥 礁 を 
課す こと に よっ て 、1 人 また は 複数 の 人 の 所 有 権 に 付随 する 権限 の 一 部 また は すべ て を 行使 し まし た 。is 





2. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 を 性 的 な 性 質 の 1 つま た は 複数 の 行為 に 従事 させ まし た 。 
3. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


4. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 較 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (g) -3 
強制 売春 の 人 道 に 対す る 罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、 暴 力 、 強 迫 、 拘 留 、 心 理 的 抑圧 また は 権力 の 乱用 の れ に よっ て 引き 起こ され る よう な 、 力 に よっ 
て 、 ま た は 力 ま た は 強制 の 脅威 に よっ て 、1 人 また は 複数 の 人 に 性 的 性 質 の 1 つま た は 複数 の 行為 を 行わ せ 
た 。 、 そ の よう な 人 また は 他 の 人 に 対し て 、 ま た は 強制 的 な 環境 また は その よう な 人 また は 人 の 真 の 同意 
を 与え る 能力 を 利用 する こと に よっ て 。 


2. 性 的 性 質 の 行為 と 引き 換え に 、 ま た は それ に 関連 し て 、 金 銭 的 また は その 他 の 利益 を 得る 、 ま た は 得る こと が 
期待 され る 実行 者 また は 他 の 人 。 


3. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


4. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 較 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (g) -4 
強制 妊娠 の 人 道 に 対す る 罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、 人 口 の 民族 構成 に 影響 を 与え た り 、 国 際 法 の 他 の 重大 な 違反 を 実行 し た りす る 目的 で 、 強 制 的 に 妊 
娠 させ た 1 人 以上 の 女性 を 監禁 し まし た 。 


2. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


3. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (g) -5 

強制 不妊 手術 の 人 道 に 対す る 罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 の 生物 学 的 生殖 能力 を 奪い まし た 。 9 


2. 行 為 は 、 関 係 者 の 医学 的 また は 病院 で の 治療 に よっ て 正当 化 さ れる こと も 、 彼 ら の 真 の 同意 を 得 て 実 行 さ れる 
こと も あり ませ ん で し た 。 >o 














17 この 犯罪 の 複雑 な 性 質 を 考え る と 、 そ の 委員 会 は 、 共 通 の 犯罪 目的 の 一 部 と し て 複数 の 加害 者 を 巻き 込む 可能 性 が ある こと が 認識 され て いま す 。 





























18 この よう な 自由 の 剥奪 に は 、 状 況 に よっ て は 、 強 制 労働 を 強要 する こと や 、 奴 隷 制 度 廃止 補足 条約 、 奴 隷 貿 易 、 奴 隷 制 に 類似 し た 制度 や 慣行 で 定義 さ 
れ て いる 奴隷 状態 に 人 を 引き 下げ る こと が 含ま れる 場合 が ある と 理解 され て いま す 。 こ の 要素 で 説明 され て いる 行為 に は 、 人 、 特 に 女性 と 子供 へ の 人 
身 売 買 が 含ま れる こと も 理解 され て いま す 。 

















19 選 礁 は 、 実 際 に は 非 永続 的 な 影響 を 与え る 避妊 措置 を 含む こと を 意図 し て いま せん 。 「 本 物 の 同意 」 に は 、 贅 時 に よっ て 
20 得 ら れ た 同意 は 含ま れ な いこ と が 理解 され ます 。 











犯罪 の 要素 





3. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


4. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 較 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (g) -6 
性 的 暴力 の 人 道 に 対す る 罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 対し て 性 的 性 質 の 行為 を 行っ た 、 ま た は その よう な 人 に 、 力 に よっ て 、 ま た 
は 暴力 の 尋 れ に よっ て 引き 起こ され る よう な 力 ま た は 強制 の 脅迫 に よっ て 性 的 性 質 の 行為 を 行わ せ た 。 、 
強要 、 拘 留 、 心 理 的 抑圧 また は 権力 の 乱用 、 そ の よう な 人 また は 他 の 人 に 対す る 、 ま た は 強制 的 な 環境 ま 
た は その よう な 人 また は 人 の 真 の 同意 を 与え る 能力 を 利用 する こと に よる 。 


2. そ の よう な 行為 は 、 制 定 法 の 第 7 条 第 1 項 (5) に ある 他 の 違反 に 匹 散 す る 重大 な も の で し た 。 
3. 加 害 者 は 、 行 為 の 重大 性 を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


5. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (h) 

迫害 の 人 道 に 対す る 罪 

要素 

1. 国 際 法 に 反し て 、 加 害 者 は ひど く 奪 われ 、:i 基 本 的 権利 の 1 人 以上 の 人 。 


2. 加 害 者 は 、 グ ルー プ ま た は 集団 の アイ デン ティ ティ を 理由 に その よう な 人 を 標的 に し た か 、 グ ルー プ ま た は 集 
団 自体 を 標的 に し まし た 。 


3. こ の よう な ター ゲ テ ィ ン グ は 、 記 事 で 定義 され て いる よう に 、 政 治 的 、 人 種 的 、 国 家 的 、 民 族 的 、 文 人 的 、 宗 教 的 、 性 別に 基づい て いま し た 。 
法令 の 7、 パ ラグ ラフ 3、 ま た は 国際 法 の 下 で 許可 され な いと 普遍 的 に 認め られ て いる その 他 の 理由 。 




















4. こ の 行為 は 、 法 令 の 第 7 条 第 1 項 に 記載 され て いる 行為 、 ま た は 裁判 所 の 管轄 内 の 犯罪 に 関連 し て 行わ れ た も の 
で す 。 2 


5. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


6. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (⑪ 

人 道 に 対す る 罪 強制 失 貴 ::、 >4 
要素 

1. 実 行者 : 


(a) 逮捕 、 拘 留 s、 s また は 1 人 以上 の 人 を 誘拐 し た 。 ま た 





21 この 要件 は 、 犯 罪 の 要素 の 一 般 的 な 紹介 の パラ グラ フ 6 を 害する も の で は あり ませ ん 。 
22 要素 6 に 固有 の も の 以外 に 、 こ の 要素 に 追加 の 精神 的 要素 は 必要 な いこ と が 理解 され ます 。 
23 この 犯罪 の 複雑 な 性 質 を 考え る と 、 そ の 委員 会 は 通常 、 共 通 の 犯罪 目的 の 一 部 と し て 複数 の 加害 者 を 巻き 込む こと が 認識 され て いま す 。 












































24 この 犯罪 は 、 第 7 項 お よび 第 8 項 で 言及 され て いる 攻撃 が 、 法 令 の 発効 後に 発生 し た 場合 に の み 、 裁 判 所 の 管轄 に な り ま す 。 


25 「 拘 留 さ れ た 」 と いう 言葉 に は 、 既 存 の 拘留 を 維持 し た 加害 者 が 含ま れ ま す 。 特 定 の 状況 下 で は 、 逮 
26 捕 ま た は 拘留 が 合法 で あっ た 可能 性 が ある こと が 理解 され て いま す 。 
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犯罪 の 要素 





(b) 逮捕 、 拘 留 ま た は 誘拐 を 認め る こと 、 ま た は その よう な 人 の 運命 また は 所 在 に 関す る 情報 を 提供 す 
る こと を 拒否 し た 。 


2. (a) その よう な 逮捕 、 拘 留 ま た は 誘拐 に 続い て 、 ま た は それ を 認め る こと を 拒否 し た 。 
自由 の 和 剥奪 、 ま た は その よう な 人 の 運命 や 所 在 に 関す る 情報 を 提供 する こと 。 ま た 


(b) その よう な 拒絶 は 、 そ の 自由 の 剥奪 に 先行 また は 付随 し て いた 。 
3. 実行 者 は 、 次 の こと に 気づい て いま し た 。z 


(a) その よう な 逮捕 、 拘 留 ま た は 誘拐 の 後に は 、 通 常 の 出来 事 の 過程 で 、 自 由 の 剥奪 を 認め る こと 、 ま た 
は その よう な 人 の 運命 また は 所 在 に 関す る 情報 を 提供 する こと を 拒否 する こと が 続く 。s ま た 


(b) その よう な 拒絶 は 、 そ の 自由 の 剥奪 に 先行 また は 付随 し て いた 。 


4. そ の よう な 逮捕 、 拘 留 ま た は 誘拐 は 、 国 家 ま た は 政治 組織 に よっ て 、 ま た は その 許可 、 支 援 ま た は 黙認 に よっ 
て 行わ れ た 。 


5. 自 由 の 和 剥 奪 を 認め る こと 、 ま た は その よう な 人 の 運命 また は 所 在 に 関す る 情報 を 提供 する こと の その よう な 拒 
否 は 、 そ の よう な 州 ま た は 政治 組織 に よっ て 、 ま た は その 許可 また は 支援 を 受け て 行わ れ た 。 


6. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 を 長期 間 法 の 保護 か ら 外 すこ と を 意図 し て いま し た 。 


7. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


8. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 較 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) ①) 

アパ ルト ヘイ ト の 人 道 に 対す る 罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 対し て 非 人 道 的 な 行為 を 行い まし た 。 


2. そ の よう な 行為 は 、 制 定 法 の 第 7 条 第 1 項 で 言及 され て いる 行為 で や る か 、 ま た は それ ら の 行為 の いずれ か に 類似 し た 性 格 の 
行為 で あっ た 。 29 


3. 加 害 者 は 、 行 為 の 性 格 を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 


4. こ の 行為 は 、 他 の 人 種 グ ルー プ に 対す る 1 つの 人 種 グ ルー プ に よる 体系 的 な 抑圧 と 支配 の 制度 化 さ れ た 体制 の 
文脈 で 行わ れ た 。 


5. 加 害 者 は 、 そ の 行為 に よっ て その よう な 体制 を 維持 する こと を 意図 し て いま し た 。 
6. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 








7. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 較 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 7 条 (1) (k) 
他 の 非 人 道 的 な 行為 の 人 道 に 対す る 罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、 非 人 道 的 な 行為 に より 、 身 体 ま た は 精神 的 また は 肉体 的 健康 に 大 き な 苦 痛ま た は 重傷 を 負わ せま し 
8 


2. そ の よう な 行為 は 、 制 定 法 の 第 7 条 第 1 項 で 言及 され て いる 他 の 行為 と 同様 の 性 格 の も の で し た 。 so 














27 この 犯罪 の 複雑 さ の た め に 挿入 され た この 要素 は 、 犯 罪 の 要素 の 一 般 的 な 紹介 を 害する こと は あり ませ ん 。 
28 既存 の 拘留 を 維持 し た 加害 者 の 場合 、 そ の よう な 拒絶 が すでに 行わ れ て いる こと を 加害 者 が 知っ て いれ ば 、 こ の 要素 は 満た され る と 理解 され る 。 








29 「 性 格 」 と は 、 行 為 の 性 質 と 重力 を 指す と 理解 され て いま す 。 「 性 格 」 と は 、 行 
30 為 の 性 質 と 重力 を 指す と 理解 され て いま す 。 





犯罪 の 要素 





3. 加 害 者 は 、 行為 の 性 格 を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 一 般 市 民 を 対象 と し た 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 環 と し て 行わ れ た 。 


5. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 一 般 市 民 に 対す る 広範 囲 に わた る また は 体系 的 な 攻撃 の 一 部 で ある か 、 そ の 一 部 と な る 
こと を 意図 し て いる こと を 知っ て いま し た 。 


第 8 条 
戦争 犯罪 
序章 


第 8 条 第 2 項 (C) お よび (e) に 基づく 戦争 犯罪 の 要素 は 、 犯 罪 の 要素 で は な い 第 8 条 第 2 項 (d) お よび 
(⑪) で 扱わ れる 制限 の 対象 と な り ます 。 


法令 第 8 条 第 2 項 に 基づく 戦争 犯罪 の 要素 は 、 必 要 に 応じ て 、 海 上 で の 武力 紛争 に 適用 され る 国際 武力 紛争 
法 を 含む 、 国 際 武 力 紛争 法 の 確立 され た 枠組 み の 中 で 解釈 され る も の と する 。 


各 犯 罪 に つい て リス ト さ れ て いる 最後 の 2 つの 要素 に 関し て : 


(a) 武力 紛争 の 存在 、 ま た は 国際 的 また は 非 国 際 的 で ある と いう その 人 性格 に 関し て 、 加 害 者 に よる 法 的 評 
価 の 要件 は あり ませ ん 。 


(b) その 文脈 で は 、 紛争 の 性 格 を 国際 的 また は 非 国 際 的 で ある と 立証 し た 事実 を 加害 者 が 認識 する 必要 
は な い 。 


(c) 「 文 脈 の 中 で 行わ れ 、 関 連 し て いた 」 と いう 用 語 に 暗示 され て いる 武力 紛争 の 存在 を 確立 し た 事実 の 
状況 を 認識 する た め の 要 件 の み が あ り ま す 。 


第 8 条 (2) (a) 


第 8 条 (2) (a) (⑪) 

故意 の 殺害 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 が 1 人 以上 を 殺害 し た 。3 ぉ i 

2. そ の よう な 人 は 、1949 年 の 1 つま た は 複数 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 保護 され て いま し た 。 
3. 加 害 者 は 、 そ の 保護 され た ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 ss、s 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。s 

5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

















31 「 殺 され た 」 と いう 用 語 は 、「 死 因 」 と いう 用 語 と 交換 可能 で す 。 こ の 脚注 は 、 こ れ ら の 概念 の いずれ か を 使用 する すべ て の 要素 に 適用 され ます 。 


32 この 精神 的 要素 は 、 第 30 条 と 第 32 条 の 相互 作用 を 認識 し ます 。 こ の 脚注 は 、 第 8 条 (2) (a) に 基づく 各 犯 罪 の 対応 する 要素 、 お よび 第 8 条 (2) の そ 
の 他 の 犯罪 の 要素 に も 適用 され ます 。 関連 する 国際 武力 紛争 法 の 下 で 保護 され て いる 人 また は 財産 の 地位 を 確立 する 事実 上 の 状況 。 
























































33 国籍 に 関し て は 、 加 害 者 は 被害 者 が 紛争 の 相手 方 に 属し て いる こと を 知る だ け で よい と 理解 され て いま す 。 こ の 脚注 は 、 第 8 条 (2) (a) に 基づく 各 犯 
罪 の 対応 する 要素 に も 適用 され ます 。 


国際 的 な 武力 紛争 」 と いう 用 語 に は 、 軍 事 占領 が 含ま れ ま す 。 こ の 脚注 は 、 第 8 条 (2) (a) に 基づく 各 犯 罪 の 対応 する 要素 に も 適用 され ます 。 



































品 
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犯罪 の 要素 





第 8 条 (2) (a) 

(ii) -1 扶 問 の 戦争 犯罪 

要素 3。 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 重度 の 肉体 的 また は 精神 的 な 苦痛 また は 苦痛 を 与え まし た 。 


2. 加 害 者 は 、 次 の よう な 目的 で 痛み や 苦痛 を 与え まし た 。 情報 の 入手 、 告 白 、 罰 、 脅 迫 、 強 制 、 ま た は あら ゆる 
種類 の 差別 に 基づく 理由 。 


3. そ の よう な 人 は 、1949 年 の 1 つま た は 複数 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 保護 され て いま し た 。 
4. 加 害 者 は 、 そ の 保護 され た ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 

5. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

6. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

第 8 条 (2) (a) (ii) -2 

非 人 道 的 な 扱い の 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 重度 の 肉体 的 また は 精神 的 な 苦痛 また は 苦痛 を 与え まし た 。 
2. そ の よう な 人 は 、1949 年 の 1 つま た は 複数 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 保護 され て いま し た 。 
3. 加 害 者 は 、 そ の 保護 され た ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 

4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

5. 加 害 者 は 、 武 力 紛 争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 





第 8 条 (2) (a) (iD -3 
生物 学 実験 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 実 行者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 特定 の 生物 学 的 実験 に か け ま し た 。 

2. 実 験 は 、 そ の よう な 人 の 身体 的 また は 精神 的 な 健康 また は 完全 性 を 深刻 に 危険 に さら し まし た 。 


3. 実 験 の 意図 は 非 治療 的 で あり 、 医 学 的 理由 に よっ て 正当 化 さ れる こと も 、 そ の よう な 人 また は 人 の 利益 の た め 
に 実行 され る こと も あり ませ ん で し た 。 


4. そ の よう な 人 は 、1949 年 の 1 つま た は 複数 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 保護 され て いま し た 。 
5. 加 害 者 は 、 そ の 保護 され た ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 

6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

第 8 条 (2) (a) (ii) 

故意 に 大 き な 苦 し み を 引き 起こ す 戦 争 犯 罪 

要素 


1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 大 き な 肉 体 的 また は 精神 的 な 苦痛 を 与え た り 、 身 体 や 健康 に 深刻 な 傷害 を 与 
えた り し まし た 。 


2. そ の よう な 人 は 、1949 年 の 1 つま た は 複数 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 保護 され て いま し た 。 
3. 加 害 者 は 、 そ の 保護 され た ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 

4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

5. 加 害 者 は 、 武 力 紛 争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 





35 要素 3 は 、 す べ て の 犠牲 者 が 1949 年 の ジュ ネー ブ 条 約 の 1 つ 以 上 の 下 で 「 保 護 さ れ た 人 物 」 で な けれ ば な ら な いこ と を 要求 し て いる た め 、 こ れ ら の 要素 
に は 、 第 7 条 (1) (e) の 要素 に 見 られ る 監護 また は 管理 要件 は 含ま れ ま せん 。 





犯罪 の 要素 





第 8 条 (2) (a) (iv) 

財産 の 破壊 と 流用 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 実 行者 は 、 特 定 の 資産 を 破壊 また は 流用 し まし た 。 

2. 破 壊 また は 流用 は 、 軍 事 的 必要 性 に よっ て 正当 化 さ れ ま せん で し た 。 

3. 破 壊 ま た は 流用 は 広範 で あり 、 必 要 に 応じ て 実行 され まし た 。 

4. こ の よう な 財産 は 、1949 年 の 1 つ 以 上 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 保護 され て いま し た 。 
5. 加 害 者 は 、 そ の 保護 され た ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 





第 8 条 (2) (a) ( ぃ 
敵対 勢力 に お ける 説得 力 の ある 奉仕 の 戦争 犯罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、 行 為 ま た は 脅迫 に より 、1 人 また は 複数 の 人 に 、 そ の 人 の 自国 また は 軍 に 対す る 軍事 作戦 に 参加 す 
る よう に 、 あ る い は 敵対 勢力 の 軍隊 に 仕え る よう に 強要 し まし た 。 


2. そ の よう な 人 は 、1949 年 の 1 つま た は 複数 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 保護 され て いま し た 。 
3. 加 害 者 は 、 そ の 保護 され た ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 

4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

第 8 条 (2) (a) (vi) 

公正 な 裁判 を 否定 する 戦争 犯罪 

要素 


1. 実 行者 は 、 特 に 1949 年 の 第 3 お よび 第 4 ジュ ネー ブ 条 約 で 定義 され て いる よう に 、 司 法 上 の 保証 を 拒否 する こと 
に より 、1 人 また は 複数 の 人 か ら 公 正 か つづ 定期 的 な 裁判 を 奪い まし た 。 


2. そ の よう な 人 は 、1949 年 の 1 つま た は 複数 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 保護 され て いま し た 。 
3. 加 害 者 は 、 そ の 保護 され た ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 

4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

5. 加 害 者 は 、 武 力 紛 争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

第 8 条 (2) (a) (vii) -1 

不法 な 国外 追放 と 移送 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 別 の 州 ま た は 別 の 場所 に 強制 送還 また は 移送 し まし た 。 
2. そ の よう な 人 は 、1949 年 の 1 つま た は 複数 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 保護 され て いま し た 。 
3. 加 害 者 は 、 そ の 保護 され た ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 

4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

5. 加 害 者 は 、 武 力 紛 争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 





第 8 条 (2) (a) (vii) -2 

不法 な 監禁 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 特定 の 場所 に 閉じ 込め た り 、 閉 じ 込 め 続け た り し まし た 。 
2. そ の よう な 人 は 、1949 年 の 1 つま た は 複数 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 保護 され て いま し た 。 
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犯罪 の 要素 





3. 加 害 者 は 、 そ の 保護 され た ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

第 8 条 (2) (a) (viii) 人 質 

を と る 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 押収 、 拘 留 、 ま た は その 他 の 方 法 で 人 質 に し た 。 
2. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 を 殺し た り 、 負 傷 さ せ た り 、 拘 留 し 続け る と 脅迫 し た 。 


3. 加 害 者 は 、 国 家 、 国 際 機 関 、 自 然 人 また は 法人 、 ま た は 人 の グル ー プ に 、 そ の よう な 人 の 安全 また は 解放 の た 
め の 明 示 的 また は 暗黙 的 な 条件 と し て 行動 する か 、 行 動 を 控え る よう に 強制 する こと を 意図 し まし た 。 


4. そ の よう な 人 は 、1949 年 の 1 つま た は 複数 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 保護 され て いま し た 。 
5. 加 害 者 は 、 そ の 保護 され た ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 

6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (b) 


第 8 条 (2) (b) ⑪ 
民間 人 を 攻撃 する 戦争 犯罪 


要素 
1. 実 行者 が 攻撃 を 指示 し まし た 。 


2. 攻 撃 の 対象 は 、 一 般 市 民 そ の も の 、 ま た は 敵対 行為 に 直接 参加 し て いな い 個 々 の 一 般 市 民 で し た 。 


3. 加 害 者 は 、 そ の よう な 民間 人 また は 英 対 行為 に 直接 参加 し て いな い 個 々 の 民間 人 が 攻撃 の 対象 と な る こと を 意 


図 し て いま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
5. 加 害 者 は 、 武 力 紛 争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (i`) 
民間 物 を 攻撃 する 戦争 犯罪 
要素 
1. 実 行者 が 攻撃 を 指示 し まし た 。 
2. 攻 撃 の 対象 は 、 民 間 の 対象 、 つ まり 軍事 目的 で は な い 対 象 で し た 。 
3. 加 害 者 は 、 そ の よう な 民間 の オブ ジェ クト が 攻撃 の オブ ジェ クト に な る こと を 意図 し て いま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
5. 加 害 者 は 、 武 力 紛 争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (b) (ii) 
人 道 支援 また は 平和 維持 ミッ ショ ン に 関与 する 人 員 ま た は 物 を 攻撃 する 戦争 犯罪 


要素 
1. 実 行者 が 攻撃 を 指示 し まし た 。 


2. 攻 撃 の 対象 は 、 国 連 憲 章 に 従っ た 人 道 支援 また は 平和 維持 任務 に 関与 する 人 員 、 施 設 、 資 材 、 


で し た 。 





部 隊 ま た は 車両 


犯罪 の 要素 





3. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 員 、 設 備 、 資 材 、 ユ ニッ ト 、 ま た は 車両 が 攻撃 の 対象 と な る こと を 意図 し て いま し 


た 。 





4. そ の よう な 人 上 員 、 設 備 、 資 材 、 ユ ニッ ト 、 ま た は 車両 は 、 国 際 武 力 紛争 法 の 下 で 民間 人 また は 民間 人 に 与え ら 





れる 保護 を 受け る 権利 が あり まし た 。 


5. 加 害 者 は 、 そ の 保護 を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 


(2) (b) (iW 


過度 の 偶発 的 な 死亡 、 負 傷 、 ま た は 損害 の 戦争 犯罪 


要素 


1. 実 行者 が 攻撃 を 開始 し まし た 。 


2. 攻 撃 は 、 民 間 人 の 偶発 的 な 死亡 また は 負傷 、 ま た は 民間 の 物体 の 損傷 、 ま た は 自然 環境 へ の 広範 囲 に わた る 長 
期 的 か つ 深刻 な 損傷 を 引き 起こ す よ うな も の で あり 、 そ の よう な 死 、 負 傷 ま た は 損傷 は 、 予 想 さ れる 具体 


的 か つ 直 接 的 な 全体 的 な 軍事 的 優位 性 に 関し て 明らか に 過剰 で ある 。ss 


3. 加 害 者 は 、 攻 撃 が 民間 人 の 偶発 的 な 死亡 また は 負傷 、 ま た は 民間 の 物体 の 損傷 、 ま た は 自然 環境 へ の 広範 囲 に 
わた る 長期 的 か つ 深刻 な 損傷 を 引き 起こ すこ と 、 お よび その よう な 死 、 負 傷 ま た は 損傷 が 予想 され る 具体 


的 か つ 直 接 的 な 全体 的 な 軍事 的 優位 性 に 関し て 明らか に 過剰 で ある 。37 


4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 


(2) (b) (V) 


無防備 な 場所 を 攻撃 する 戦争 犯罪 ss 


要素 


1. 加 害 者 は 、1 つ また は 複数 の 町 、 村 、 住 居 、 ま た は 建物 を 攻撃 し まし た 。 

2. そ の よう な 町 、 村 、 住居 また は 建物 は 、 抵 抗 の な い 占領 の た め に 開か れ て いま し た 。 
3. そ の よう な 町 、 村 、 住 居 ま た は 建物 は 軍事 目的 を 構成 し ませ ん で し た 。 

4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (b) (vi) 
戦闘 中 の 人 を 殺し た り 負 傷 さ せ た り する 戦争 犯罪 


要素 


1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 殺害 また は 負傷 させ まし た 。 
2. そ の よう な 人 は 癌 及 の ナー が 。 
3. 加 害 者 は 、 こ の ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 


36 


37 


38 





「 具 体 的 か つ 直 接 的 な 全体 的 な 軍事 的 優位 性 」 と いう 表現 は 、 関 連 す る 時 点 で 加害 者 が 予見 で きる 軍事 的 優位 性 を 指し ます 。 こ の よう な 利点 は 、 攻 撃 
の 対象 に 時 間 的 また は 地理 的 に 関連 し て いる 場合 と 関連 し て いな い 場 合 が あり ます 。 こ の 犯罪 が 合法 的 な 偶発 的 傷害 お よび 付随 的 損害 の 可能 性 を 認め 














て いる と いう 事実 は 、 武 力 紛争 に 適用 され る 法律 の 違反 を 正当 化す る も の で は あり ませ ん 。 戦争 や その 他 の 関連 する 規則 の 











E 当 化 に つい て は 触れ て い 


ませ ん 病 却 の た め の 送 。 こ れ は 、 武 力 紛 争 の 文脈 で 行わ れる 軍事 活動 の 合法 性 を 決定 する こと に 固有 の 比例 要件 を 反映 し て いま す 。 














一 般 的 な 紹介 の パラ グラ フ 4 に 記載 され て いる 一 般 的 な 規則 と は 対照 的 に 、 こ の 知識 要素 は 、 実 行者 が そこ に 記載 され て いる よう に 価値 判断 を 行う こと 


を 要求 し ます 。 そ の 価値 判 断 の 評価 は 、 そ の 時 点 で 実行 者 が 利用 で きる 必要 な 情報 に 基づい て いる 必要 が あり ます 。 























1949 年 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 特別 に 保護 され た 人 々 、 ま た は 法 と 秩序 を 維持 する こと の み を 目的 と し て 留置 され た 警察 の 地域 で の 存在 は 、 そ れ 自 体 























で 地域 を 軍事 目的 に する も の で は あり ませ ん 。 


























14 


犯罪 の 要素 





4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (vii) -1 
停戦 旗 の 不 適切 な 使用 に よる 戦争 犯罪 
要素 
1. 加 害 者 は 停戦 の 旗 を 使用 し まし た 。 


2. 加 害 者 は 、 加 害 者 の 側 に その よう な 意図 が な か っ た と き に 交渉 の 意図 を 装う た め に その よう な 使用 を し まし 
58 


3. 実行 者 は 、 そ の よう な 使用 の 禁止 され て いる 性 質 を 知っ て いた か 、 知 っ て いた は ず で す 。s 
4. そ の 行為 に より 、 死 亡 ま た は 重傷 を 負っ た 。 

5. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 死亡 また は 重大 な 人 身 傷 害 に つなが る 可能 性 が ある こと を 知っ て いま し た 。 

6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

第 8 条 (2) (b) (vii) -2 

敵対 者 の 旗 、 記 章 ま た は 制服 の 不適 切な 使用 に よる 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、 敵 対 者 の 旗 、 記 章 、 ま た は ユニ フォ ー ム を 使用 し まし た 。 

2. 加害 者 は 、 攻 撃 に 従事 し て いる 間 、 武 力 紛争 の 国際 法 で 禁止 され て いる 方 法 で その よう な 使用 を 行っ た 。 


3. 実行 者 は 、 そ の よう な 使用 の 禁止 され て いる 性 質 を 知っ て いた か 、 知 っ て いた は ず で す 。< 
4. そ の 行為 に より 、 死 亡 また は 重傷 を 負っ た 。 

5. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 死亡 また は 重大 な 人 身 傷 害 に つなが る 可能 性 が ある こと を 知っ て いま し た 。 
6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

第 8 条 (2) (b) (vi) -3 

国連 の 旗 、 記 章 ま た は 制服 の 不適 切な 使用 に よる 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、 国 連 の 旗 、 記 章 、 ま た は ユニ フォ ー ム を 使用 し まし た 。 

2. 加 害 者 は 、 国 際 武 紛争 法 で 禁止 され て いる 方 法 で その よう な 使用 を 行っ た 。 

3. 実行 者 は 、 そ の よう な 使用 の 禁止 され た 性 質 を 知っ て いま し た 。。 

4. そ の 行為 に より 、 死 亡 また は 重傷 を 負っ た 。 

5. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 死亡 また は 重大 な 人 身 傷 害 に つなが る 可能 性 が ある こと を 知っ て いま し た 。 
6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 





39 この 精神 的 要素 は 、 第 30 条 と 第 32 条 の 相互 作用 を 認識 し て いま す 。 「 禁 止 され た 性 質 」 と いう 用 語 は 、 違 法 性 を 意味 し ます 。 こ の 精神 的 
40 要素 は 、 第 30 条 と 第 32 条 の 相互 作用 を 認識 し て いま す 。 「 禁 止 さ れ た 性 質 」 と いう 用 語 は 、 違 法 性 を 意味 し ます 。 


41 この 精神 的 要素 は 、 第 30 条 と 第 32 条 の 間 の 相互 作用 を 認識 し ます 。 第 8 条 (2) (b) (vii) に 見 られ る 他 の 犯罪 で 必要 と され る 「 知 っ て いる べき 」 テ 
スト は 、 関 連 する 禁止 事項 。 








犯罪 の 要素 





第 8 条 (2) (b) (vii) -4 
ジュ ネー ブ 条 約 の 特徴 的 な エン ブレ ム の 不適 切な 使用 に よる 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、 ジ ュ ネ ー ブ 条 約 の 特徴 的 な エン ブレ ム を 使用 し まし た 。 

2. 加 害 者 は 戦闘 員 の 目的 の た め に その よう な 使用 を し まし た 武力 紛争 の 国際 法 で 禁止 され て いる 方 法 で 。 


3. 実 行者 は 、 そ の よう な 使用 の 禁止 され て いる 性 質 を 知っ て いた か 、 知 っ て いた は ず で す 。 ぉ 
4. そ の 行為 に より 、 死 亡 ま た は 重傷 を 負っ た 。 

5. 加 害 者 は 、 そ の 行為 が 死亡 また は 重大 な 人 身 傷害 に つなが る 可能 性 が ある こと を 知っ て いま し た 。 
6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

第 8 条 (2) (b) (viii) 


自国 の 民間 人 の 一 部 の 占領 国 に よる 、 そ れ が 占め る 領土 へ の 直接 的 また は 間接 的 な 移転 、 ま た は 
この 領土 内 外 の 占領 地 の 人 口 の 全部 また は 一 部 の 強制 送 可 また は 移送 。 


要素 

1. 実 行者 ・ 
(a) 転送 、44 直 接 的 また は 間接 的 に 、 そ れ が 占め る 領域 へ の それ 自身 の 人 口 の 一 部 。 ま た 
(b) この 領土 内 外 の 占領 地 の 人 口 の 全部 また は 一 部 を 国外 追放 また は 移送 し た 。 


2. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
3. 加 害 者 は 、 武 力 紛 争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (ix) 

保護 対象 を 攻撃 する 戦争 犯罪 

要素 

1. 実 行者 が 攻撃 を 指示 し まし た 。 


2. 攻 撃 の 対象 は 、 宗 教 、 教 育 、 芸 術 、 科 学 ま た は 慈善 目的 に 捧げ られ た 1 つ 以 上 の 建物 、 歴 史 的 建造 物 、 病 院 、 
また は 病人 や 負傷 者 が 収集 され る 場所 で あり 、 軍 事 目的 で は あり ませ ん で し た 。 


3. 加 害 者 は 、 宗 教 、 教 育 、 芸 術 、 科 学 ま た は 慈善 目的 に 捧げ られ た その よう な 建物 、 歴 史 的 建造 物 、 病 院 、 ま た 
は 病人 や 負傷 者 が 収集 され る 場所 を 意図 し まし た が 、 こ れ ら は 軍事 目的 で は あり ませ ん で し た 。 


4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (x) -1 

肉 刑 の 戦争 犯罪 

要素 


1. 加 害 者 は 、 特 に 1 人 また は 複数 の 人 を 永久 に 傷つけ た り 、 臓 器 や 付属 肢 を 永久 に 無効 に し た り 取り 外し た りす 
る こと に よっ て 、1 人 また は 複数 の 人 を 切断 し まし た 。 

















42 これ ら の 状況 に お ける 「 戦 闘 目的 」 と は 、 敵 対 行為 に 直接 関連 する 目的 を 意味 し 、 医 療 、 宗 教 、 ま た は 同様 の 活動 は 含ま れ ま せん 。 





























43 この 精神 的 要素 は 、 第 30 条 と 第 32 条 の 相互 作用 を 認識 し て いま す 。 「 禁 止 さ れ た 性 質 」 と いう 用 語 は 、 違 法 性 を 意味 し ます 。「 譲 渡 」 と 
44 。 い う 用 語 は 、 国 際 人 道 法 の 関連 規定 に 従っ て 解釈 する 必要 が あり ます 。 


45 1949 年 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 特別 に 保護 され た 人 々 、 ま た は 法 と 秩序 を 維持 する こと の み を 目的 と し て 留置 され た 警察 の 地域 で の 存在 は 、 そ れ 
で 地域 を 軍事 目的 に する も の で は あり ませ ん 。 
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犯罪 の 要素 





2. そ の 行為 は 、 そ の よう な 人 の 死 を 引き 起こ し た か 、 ま た は その よう な 人 の 身体 的 また は 精神 的 健康 を 深刻 に 危険 に さら し まし た 。 


3. そ の 行為 は 、 関 係 者 の 医学 的 、 歯 科 的 また は 病院 で の 治療 に よっ て 正当 化 さ れる こと も 、 そ の よう な 人 また は 
人 の 利益 の た め に 実行 され る こと も あり ませ ん で し た 。* 


4. そ の よう な 人 は 不利 な 当事者 の 権力 を 握っ て いた 。 

5. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
6. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (x) -2 

医学 的 また は 科学 的 実験 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 実 行者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 医学 的 また は 科学 的 な 実験 に か け ま し た 。 


2. 実 験 は 、 死 を 引き 起こ し た か 、 そ の よう な 人 の 身体 的 また は 精神 的 健康 また は 完全 性 を 深刻 に 危険 に さら し ま 
し た 。 


3. そ の 行為 は 、 そ の よう な 人 また は 関係 者 の 医学 的 、 歯 科 的 また は 病院 で の 治療 に よっ て 正当 化 さ れる こと も 、 そ の よう な 人 ま 
た は 人 の 利益 の た め に 実行 され る こと も あり ませ ん で し た 。 


4. そ の よう な 人 は 不利 な 当事者 の 権力 を 握っ て いた 。 

5. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
6. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (xi) 

不法 に 殺害 また は 負傷 する 戦争 犯罪 

要素 


1. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 に 適用 され る 国際 法 の 規則 に 基づい て 保護 を 受け る 資格 が ある 、 ま た は 同意 する 義務 が あ 
る 1 人 また は 複数 の 人 の 信頼 また は 信念 を 招き まし た 。 


2. 加 害 者 は 、 そ の 自信 や 信念 を 裏切る こと を 意図 し て いま し た 。 

3. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 を 尊 害 また は 負傷 させ た 。 

4. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 を 殺 し た り 負 傷 さ せ た り する 際 に 、 そ の 自信 や 信念 を 利用 し まし た 。 
5. そ の よう な 人 は 不利 な 当事者 に 属し て いま し た 。 

6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 





第 8 条 (2) (b) (xi 


四半 期 を 否定 する 戦争 犯罪 
要素 


1. 実 行者 は 、 生 存 者 が いな いこ と を 宣言 また は 命令 し まし た 。 


2. そ の よう な 宣言 また は 命令 は 、 生 存 者 が いな いこ と に 基づい て 、 敵 を 脅迫 し た り 、 敵 対 行 為 を 行っ た りす る た 
め に 与え られ まし た 。 


3. 加 害 者 は 、 宣 言 ま た は 命令 が 向け られ た 従属 部 隊 を 効果 的 に 指揮 また は 管理 する 立場 に あり まし た 。 


4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 























46 同意 は この 犯罪 に 対す る 防御 で は あり ませ ん 。 犯罪 は 、 関 係 者 の 健康 状態 に よっ て 示さ れ て いな い 、 お よい 同様 の 医療 状況 下 で 手順 を 実行 する 当事者 
の 国民 で あり 、 そ の 人 に 適用 され る 一 般 的 に 受け 入れ られ て いる 医療 基準 と 一 致し な い 医 療 手順 を 禁止 し ます 決し て 自由 を 奪わ れ て いる わけ で は あり 
ませ ん 。 こ の 脚注 は 、 第 8 条 (2) (b) (%) -2 の 同じ 要素 に も 適用 され ます 。 

































































犯罪 の 要素 





第 8 条 (2) (b) (xiii) 

敵 の 財産 を 破壊 また は 押収 する 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、 特 定 の 資産 を 破壊 また は 押収 し まし た 。 

2. そ の よう な 財産 は 敵対 的 な 当事者 の 財産 で し た 。 

3. そ の よう な 財産 は 、 武 力 紛 争 の 国際 法 の 下 で その 破壊 また は 押収 か ら 保護 され て いま し た 。 
4. 加 害 者 は 、 財 産 の 地位 を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 

5. 破 壊 ま た は 押収 は 、 軍 事 的 必要 性 に よっ て 正当 化 さ れ ま せん で し た 。 

6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

7. 加 害 者 は 、 武 力 紛 争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 





第 8 条 (2) (b) (xiv) 

国民 の 権利 や 行動 の 敵対 的 な 力 を 奪う 戦争 犯罪 

要素 

1. 実 行者 は 、 特 定 の 権利 また は 訴訟 の 法廷 で 許容 性 の 廃止 、 一 時 停止 、 ま た は 終了 を 行い まし た 。 


2. 廃 止 、 停 止ま た は 終了 は 、 敵 対 的 な 政党 の 国民 に 向け られ た 。 
3. 加 害 者 は 、 敵 対 的 な 政党 の 国民 に 向け られ た 廃止 、 停 止ま た は 終了 を 意図 し て いま し た 。 


4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (xv) 

軍事 作戦 へ の 強制 参加 の 戦争 犯罪 

要素 


1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 、 そ の 人 の 自国 また は 軍隊 に 対す る 軍事 作戦 に 参加 する よう に 行為 また は 脅 
迫 に よっ て 強要 し まし た 。 


2. そ の よう な 人 は 敵対 的 な 党 の 国民 で し た 。 

3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

第 8 条 (2) (b) 

(xvi) 略奪 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 実 行者 は 特定 の 資産 を 割り 当て まし た 。 

2. 実 行者 は 、 財 産 の 所 有 者 を 奪い 、 私 的 また は 個人 的 な 使用 に それ を 割り 当て る こと を 意図 し て いま し た 。? 





3. 流 用 は 、 所 有 者 の 同意 な し で 行わ れ ま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

















47 「 私 的 また は 私 的 使用 」 と いう 用 語 の 使用 に よっ て 示さ れる よう に 、 軍 事 的 必要 性 に よっ て 正当 化 さ れる 流用 は 、 略 奪 の 犯罪 を 構成 する こと は で きま 
せん 。 
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犯罪 の 要素 





第 8 条 (2) (b) (xvii) 

毒物 また は 毒物 を 使用 し た 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、 そ の 雇用 の 結果 と し て 物質 を 放出 する 物質 また は 武器 を 使用 し まし た 。 


2. こ の 物質 は 、 そ の 毒性 に より 、 通 常 の 出来 事 の 過程 で 死 ま た は 健康 に 深刻 な 損傷 を 引き 起こ す よ うな も の で し 
だ 。 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (xviii) 

禁止 され て いる ガス 、 液 体 、 材 料 、 ま た は 装置 を 使用 する 戦争 犯罪 
要素 

1. 加 害 者 は 、 ガ ス ま た は 他 の 類似 の 物質 また は 装置 を 使用 し まし た 。 


2. ガ ス 、 物 質 、 ま た は 装置 は 、 窒 息 ま た は 毒性 の 性 質 に より 、 通 常 の 出来 事 の 過程 で 死 ま た は 健康 に 深刻 な 損傷 
を 引き 起こ す よ うな も の で し た 。 ss 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (xix) 

禁止 され た 弾丸 を 使用 する 戦争 犯罪 

要素 

1. 実 行者 は 特定 の 弾丸 を 使用 し まし た 。 


2. 弾 丸 は 、 人 体 で 容易 に 膨張 また は 平坦 化す る た め 、 そ の 使用 が 武力 紛争 の 国際 法 に 違反 する よう な も の で し 
78 


3. 加 害 者 は 、 弾 丸 の 性 質 上 、 彼 ら の 雇用 が 苦痛 や 負傷 の 影響 を 無用 に 悪化 させ る よう な も の で ある こと を 認識 し 
で WV まし た 8 


4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (b) (xx) 
法令 の 付属 書 に 記載 され て いる 武器 、 発 射 体 、 材 料 また は 戦争 方 法 を 使用 する 戦争 犯罪 


要素 
/ 記 毅 、 発 多 鈴 、 ま た だ 吉孝 の が 准 また 方 送 が 送 今 の が 大 壮 だ 含ま ん た ら 、 要 栖 を が ラフ 人 する 
要 が あ ク ます 。 / 


第 8 条 (2) (b) (Go) 

個人 の 尊厳 に 対す る 怒り の 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 の 尊厳 を 傷つけ た り 、 芝 落 させ た り 、 そ の 他 の 方 法 で 侵害 し た り し まし た 。。 


2. 屈 辱 、 品 位 の 低下 、 ま た は その 他 の 違反 の 深刻 さ は 、 個 人 の 尊厳 に 対す る 怒り と し て 一 般 に 認識 され る 程度 の 
も の で し た 。 








48 この 要素 の いか な る 内 容 も 、 化 学 兵器 の 開発 、 生 産 、 備 蓄 お よび 使用 に 関す る 国際 法 の 既存 また は 開発 中 の 規則 を 制限 また は 害する も の と し て 解釈 さ 
れ な いも の と し ます 。 


49 この 犯罪 の 場合 、「 人 」 に は 死者 が 含ま れる 可能 性 が あり ます 。 被 害 者 は 、 屈 辱 や 品位 の 低下 、 そ の 他 の 違反 の 存在 を 個人 的 に 認識 する 必要 は な いこ 
と が 理解 され ます 。 こ の 要素 は 、 被 害 者 の 文化 的 背景 の 関連 する 側面 を 考慮 に 入れ て いま す 。 





























犯罪 の 要素 





3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
4. 加 害 者 は 、 武 力 紛 争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (xxii) -1 
レイ プ の 戦争 犯罪 
要素 


1. 侵 入 者 が 侵入 し た 犠牲 者 また は 性 器 を 持っ た 加害 者 の 体 の 任意 の 部 分 、 ま た は 任意 の 物体 また は 他 の 部 分 を 
持っ た 犠牲 者 の 肛門 また は 生殖 器 の 開口 部 の 浸透 を も た ら す 行為 に よる 人 の 体 体 。 


2. 侵 略 は 、 暴 力 、 強 迫 、 拘 留 、 心 理 的 抑圧 また は 権力 の 乱用 の れ に よっ て 引き 起こ され る よう な 、 力 に よっ 
て 、 ま た は 力 ま た は 強制 の 脅威 に よっ て 、 そ の よう な 人 また は 他 の 人 に 対し て 、 ま た は 強制 的 な 環境 、 ま 
た は 真 の 同意 を 与え る こと が で き な い 人 に 対し て 侵入 が 行わ れ た 。si 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (xxii) -2 性 
的 奴隷 制 の 戦争 犯罪 ぁ 。 
要素 


1. 実 行者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 購入 、 販 売 、 貸 与 、 物 々 交換 する こと に よっ て 、 ま た は 同様 の 自由 の 和 剥 礁 を 
課す こと に よっ て 、1 人 また は 複数 の 人 の 所 有 権 に 付随 する 権限 の 一 部 また は すべ て を 行使 し まし た 。s 





2. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 を 性 的 な 性 質 の 1 つま た は 複数 の 行為 に 従事 させ まし た 。 
3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

第 8 条 (2) (b) (xxii) -3 

強制 売春 の 戦争 犯罪 

要素 


1. 加 害 者 は 、 暴 力 、 強 迫 、 拘 留 、 心 理 的 抑圧 また は 権力 の 乱用 の 坊 れ に よっ て 引き 起こ され る よう な 、 力 に よっ 
て 、 ま た は 力 ま た は 強制 の 脅威 に よっ て 、1 人 また は 複数 の 人 に 性 的 性 質 の 1 つま た は 複数 の 行為 を 行わ せ 
た 。 、 そ の よう な 人 また は 他 の 人 に 対し て 、 ま た は 強制 的 な 環境 また は その よう な 人 また は 人 の 真 の 同意 
を 与え る 能力 を 利用 する こと に よっ て 。 


2. 性 的 性 質 の 行為 と 引き 換え に 、 ま た は それ に 関連 し て 、 金 銭 的 また は その 他 の 利益 を 得る 、 ま た は 得る こと が 
期待 され る 実行 者 また は 他 の 人 。 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 








50 「 侵 略 」 の 概念 は 、 ジ ェ ン ダー ニュ ー ト ラル に な る の に 十分 な 広 さ を 意図 し て いま す 。 


51 自然 の 、 誘 発 され た 、 ま た は 加 齢 に 関連 し た 無能 力 の 影響 を 受け た 場合 、 人 は 真 の 同意 を 与え る る こと が で き な い 可能 性 が ある こと が 理解 され て いま す 。 こ の 脚注 
は 、 第 8 条 (2) (b) (xii) -3、5、 お よび 6 の 対応 する 要素 に も 適用 され ます 。 


52 この 犯罪 の 複雑 な 性 質 を 考え る と 、 そ の 委員 会 は 、 共 通 の 犯罪 目的 の 一 部 と し て 複数 の 加害 者 を 巻き 込む 可能 性 が ある こと が 認識 され て いま す 。 















































53 この よう な 自由 の 剥奪 に は 、 状 況 に よっ て は 、 奴 隷 制 度 廃止 、 奴 隷 貿 易 、 お よび 奴隷 制 に 類似 し た 制度 と 慣行 に 関す る 補足 条約 で 定義 され て いる よう 
に 、 強 制 労働 を 強制 する か 、 そ う で な けれ ば 人 を 奴隷 状態 に 引き 下げ る こと が 含ま れる 場合 が ある こと が 理解 され ます 。 1956. こ の 要素 で 説明 され て い 
る 行為 に は 、 人 、 特 に 女性 と 子供 へ の 人 身 売 買 が 含ま れる こと も 理解 され て いま す 。 
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犯罪 の 要素 





第 8 条 (2) (b) (xxii) -4 強 制 
妊娠 の 戦争 犯罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、 人 口 の 民族 構成 に 影響 を 与え た り 、 国 際 法 の 他 の 重大 な 違反 を 実行 し た りす る 目的 で 、 強 制 的 に 妊 
娠 させ た 1 人 以上 の 女性 を 監禁 し まし た 。 


2. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
3. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (xxii) -5 

強制 不妊 手術 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 の 生物 学 的 生殖 能力 を 奪い まし た 。s4 


2. 行 為 は 、 関 係 者 の 医学 的 また は 病院 で の 治療 に よっ て 正当 化 さ れる こと も 、 彼 ら の 真 の 同意 を 得 て 実 行 さ れる 
こと も あり ませ ん で し た 。 55 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (xxii) -6 性 

的 暴力 の 戦争 犯罪 

要素 


1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 対し て 性 的 性 質 の 行為 を 行っ た 、 ま た は その よう な 人 に 、 力 に よっ て 、 ま た 
は 暴力 の 尋 れ に よっ て 引き 起こ され る よう な 力 ま た は 強制 の 脅 財 に よっ て 性 的 性 質 の 行為 を 行わ せ た 。 、 
強要 、 拘 留 、 心 理 的 抑圧 また は 権力 の 乱用 、 そ の よう な 人 また は 他 の 人 に 対す る 、 ま た は 強制 的 な 環境 ま 
た は その よう な 人 また は 人 の 真 の 同意 を 与え る 能力 を 利用 する こと に よる 。 


2. そ の 行為 は 、 ジ ュ ネ ー ブ 条 約 の 重大 な 違反 に 匹 散 す る 重大 な も の で し た 。 
3. 加 害 者 は 、 行 為 の 重大 性 を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (xxiii) 

保護 され た 人 を 盾 と し て 使用 する 戦争 犯罪 

要素 


1. 加 害 者 は 、 武 力 紛 争 の 国際 法 の 下 で 保護 され て いる 1 人 以上 の 民間 人 また は その 他 の 人 物 の 居場所 を 移動 また 
は 利用 し まし た 。 


2. 加 害 者 は 、 軍 事 目的 を 攻撃 か ら 保護 し た り 、 軍 事 作戦 を 支持 また は 妨害 し た りす る こと を 目的 と し て いま す 。 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 








54 剥奪 は 、 実 際 に は 非 永 続 的 な 影響 を 与え る 避妊 措置 を 含む こと を 意図 し て いま せん 。 「 本 物 の 同意 」 に は 、 歌 暗 に よっ て 
55 得 ら れ た 同意 は 含ま れ な いこ と が 理解 され ます 。 











犯罪 の 要素 





第 8 条 (2) (b) (xxiv) 
ジュ ネー ブ 条 約 の 特徴 的 な エン ブレ ム を 使用 し て 物体 や 人 を 攻撃 する 戦争 犯罪 


要素 


1. 加 害 者 は 、 国 際 法 に 準拠 し て 、 ジ ュ ネ ー ブ 条 約 の 下 で の 保護 を 示す 独特 の エン ブレ ム ま た は その 他 の 識別 方 法 
を 使用 し て 、1 人 以上 の 人 、 建 物 、 医 療 ユ ニッ ト 、 輸 送 機関 、 ま た は その 他 の 物体 を 攻撃 し まし た 。 


2. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 物 、 建 物 、 ユ ニッ ト 、 輸 送 機関 、 ま た は その 他 の オブ ジェ クト を 意図 し て いた た め 、 そ の よう な ID を 
使用 し て 攻撃 の オブ ジェ クト に な り ま し た 。 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (xxv) 

戦争 の 方 法 と し て の 人 錠 優 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、 民 間 人 の 生存 に 不可 欠 な 物 を 奪い まし た 。 

2. 加 害 者 は 、 戦 争 の 方 法 と し て 民間 人 を 飼え させ る こと を 意図 し て いま し た 。 
3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (b) (xxvi) 

子供 を 使用 、 徴 兵 、 ま た は 入隊 させ る 戦争 犯罪 

要素 


1. 加 害 者 は 、1 人 以上 の 人 を 徴兵 また は 国軍 に 徴兵 する か 、1 人 以上 の 人 を 使っ て 敵対 行為 に 積極 的 に 参加 し まし 
7 


2. そ の よう な 人 は 15 歳 未満 で し た 。 

3. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 が 15 歳 未満 で ある こと を 知っ て いた か 、 知 っ て いた は ず で す 。 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 武力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

5. 加 害 者 は 、 武 力 紛 争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (c) 


第 8 条 (2) (c) 
() -1 殺 人 の 戦争 犯罪 
要素 
1. 加 害 者 が 1 人 以上 を 殺害 し た 。 


2. そ の よう な 人 は どちら か で し た 競 及 の ナー だ が 、 ま た は 民間 人 、 医 療 関係 者 、 ま た は 宗教 関係 者 で し た ss 敵対 行 
為 に 積極 的 に 参加 し て いま せん 。 


3. 加 害 者 は 、 こ の ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 哉 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 














56 「 宗 教 要 員 」 と いう 用 語 に は 、 同 様 の 機能 を 実行 する 非 自 白 の 非 戦闘 貞 の 軍人 が 含ま れ ま す 。 




















21 


22 


犯罪 の 要素 





第 8 条 (2) (c) (⑪) -2 
肉 刑 の 戦争 犯罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、 特 に 1 人 また は 複数 の 人 を 永久 に 傷つけ た り 、 臓 器 や 付属 肢 を 永久 に 無効 に し た り 取り 外し た りす 
る こと に よっ て 、1 人 また は 複数 の 人 を 切断 し まし た 。 


2. そ の 行為 は 、 関 係 者 の 医学 的 、 歯 科 的 また は 病院 で の 治療 に よっ て 正当 化 さ れる こと も 、 そ の よう な 人 また は 
人 の 利益 の た め に 実行 され る こと も あり ませ ん で し た 。 


3. そ の よう な 人 は どちら か で し た 癌 脇 の チ ナー だ 、 ま た は 敵対 行為 に 積極 的 に 参加 し て いな い 民 間 人 、 医 療 関係 
者 、 ま 7 だ は 宗教 関係 者 で し 7 だ 8 


4. 加 害 者 は 、 こ の ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
5. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 哉 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


6. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (<) (!) -3 
残酷 な 扱い の 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 重度 の 肉体 的 また は 精神 的 な 苦痛 また は 苦痛 を 与え まし た 。 


2. そ の よう な 人 は どちら か で し た 受 及 の チ ナー だ が 、 ま た は 敵対 行為 に 積極 的 に 参加 し て いな い 民 間 人 、 医 療 関係 
者 、 ま た は 宗教 関係 者 で し た 。 


3. 加 害 者 は 、 こ の ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (c) 

(i) -4 扶 問 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 重度 の 肉体 的 また は 精神 的 な 苦痛 また は 苦痛 を 与え まし た 。 


2. 加 害 者 は 、 次 の よう な 目的 で 痛み や 苦痛 を 与え まし た 。 情報 の 入手 、 告 白 、 罰 、 脅 迫 、 強 制 、 ま た は あら ゆる 
種類 の 差別 に 基づく 理由 。 


3. そ の よう な 人 は どちら か で し た 癌 脇 の チ ナー だ が 、 ま た は 敵対 行為 に 積極 的 に 参加 し て いな い 民 間 人 、 医 療 関係 
者 、 ま だ は 宗教 関係 者 で し だ 。 


4. 加 害 者 は 、 こ の ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
5. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


6. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


犯罪 の 要素 





第 8 条 (2) (c) (⑪ 

個人 の 尊厳 に 対す る 怒り の 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 の 尊厳 を 傷つけ た り 、 墜 落 さ せ た り 、 そ の 他 の 方 法 で 侵害 し た り し まし た 。gy 


2. 屈 縛 、 品位 の 低下 、 また は その 他 の 違反 の : 挫 刻 さ は 、 個人 の 尊厳 に 対す る 怒り と し て 一 般 に 認識 され る 程度 の 
も の で し た 。 


3. そ の よう な 人 は どちら か で し た 乏 脇 の ナー だ 、 ま た は 敵対 行為 に 積極 的 に 参加 し て いな い 民 間 人 、 医 療 関係 
者 、 ま 7 だ は 宗教 関係 者 で し 26 


4. 加 害 者 は 、 こ の ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
5. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


6. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (c) (iij) 

人 質 を と る 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 押収 、 拘 留 、 ま た は その 他 の 方 法 で 人 質 に し た 。 
2. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 を 殺し た り 、 負 傷 さ せ た り 、 拘 留 し 続け る と 脅迫 し た 。 


3. 加 害 者 は 、 国 家 、 国 際 機 関 、 自 然 人 また は 法人 、 ま た は 人 の グル ー プ に 、 そ の よう な 人 の 安全 また は 解放 の た 
め の 明 示 的 また は 暗黙 的 な 条件 と し て 行動 する か 、 行 動 を 控え る よう に 強制 する こと を 意図 し まし た 。 


4. そ の よう な 人 は どちら か で し た 癌 脇 の チ ナー だ 、 ま た は 敵対 行為 に 積極 的 に 参加 し て いな い 民 間 人 、 医 療 関係 
者 、 ま た は 宗教 関係 者 で 勝 だ 8 


5. 加 害 者 は 、 こ の ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (<) (iv) 

適正 手続 き な し の 判決 また は 死刑 執行 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 実 行者 は 、 判 決 を 通過 し た か 、1 人 以上 の 人 を 処刑 し まし た 。ss 


2. そ の よう な 人 は どちら か で し た 吉 太 の ナー だ 、 ま た は 敵対 行為 に 積極 的 に 参加 し て いな い 民 間 人 、 医 療 関係 
者 、 ま た は 宗教 関係 者 で し た 。 


3. 加 害 者 は 、 こ の ステ ー タ ス を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 


4. 裁 判 所 に よっ て 宣告 され た 以前 の 判決 が な か っ た 、 ま た は 判決 を 下 し た 裁判 所 が 「 規 則 的 に 構成 され た 」 わ け 
で は な か っ た 、 つ まり 、 独 立 性 と 公平 性 の 本 質 的 な 保証 を 与え な か っ た 、 ま た は 判決 を 下 し た 裁判 所 が す 
べ て を 与え な か っ た その 他 の 司法 上 の 保証 は 、 国 際 法 の 下 で 不可 欠 で ある と 一 般 に 認め られ て いま す 。 ss 


5. 加 害 者 は 、 事 前 の 判決 が な いこ と 、 ま た は 関連 する 保証 が 否定 され て いる こと 、 お よび 公正 な 裁判 に 不可 欠 ま 
た は 不可 欠 で ある と いう 事実 を 認識 し て いま し た 。 

















57 この 犯罪 の 場合 、「 人 」 に は 死者 が 含ま れる 可能 性 が あり ます 。 被 害 者 は 、 屈 辱 や 品位 の 低下 、 そ の 他 の 違反 の 存在 を 個人 的 に 認識 する 必要 は な いこ 
と が 理解 され ます 。 この 要素 は 、 被 害 者 の 文化 的 背景 の 関連 する 側面 を 考慮 に 入れ て いま す 。 


58 これ ら の 文書 に 規定 され て いる 要素 は 、 法 令 の 第 25 条 お よび 第 28 条 に 明記 され て いる よう に 、 個 人 の 刑事 責任 の さま ざま な 形態 に 対応 し て いま せん 。 














59 要素 4 お よび 5 に 関し て 、 裁 判 所 は 、 関 連 す る すべ て の 状況 に 照ら し て 、 保 証 に 関す る 要素 の 累積 的 影響 が 1 人 また は 複数 の 人 の 公正 な 裁判 を 奪っ た か ど 





うか を 検討 する 必要 が あり ます 。 
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犯罪 の 要素 





6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 
第 8 条 (2) (e@) so 


第 8 条 (2) (e) (⑪ 

民間 人 を 攻撃 する 戦争 犯罪 

要素 

1. 実 行者 が 攻撃 を 指示 し まし た 。 

2. 攻 撃 の 対象 は 、 一 般 市 民 そ の も の 、 ま た は 敵対 行為 に 直接 参加 し て いな い 個 々 の 一 般 市 民 で し た 。 


3. 加 害 者 は 、 そ の よう な 民間 人 また は 英 対 行為 に 直接 参加 し て いな い 個 々 の 民間 人 が 攻撃 の 対象 と な る こと を 意 
図 し て いま し た 。 


4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (⑪ 
ジュ ネー ブ 条 約 の 特徴 的 な エン ブレ ム を 使用 し て 物体 や 人 を 攻撃 する 戦争 犯罪 


要素 


1. 加 害 者 は 、 国 際 法 に 準拠 し て 、 ジ ュ ネ ー ブ 条 約 の 下 で の 保護 を 示す 独特 の エン ブレ ム ま た は その 他 の 識別 方 法 
を 使用 し て 、1 人 以上 の 人 、 建 物 、 医 療 ユ ニッ ト 、 輸 送 機関 、 ま た は その 他 の 物体 を 攻撃 し まし た 。 


2. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 物 、 建 物 、 ユ ニッ ト 、 還 送 機関 、 ま た は その 他 の オブ ジェ クト を 意図 し て いた た め 、 そ の よう な ID を 
使用 し て 攻撃 の オブ ジェ クト に な り ま し た 。 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛 争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (ii) 
人 道 支援 また は 平和 維持 ミッ ショ ン に 関与 する 人 員 ま た は 物 を 攻撃 する 戦争 犯罪 


要素 
1. 実 行者 が 攻撃 を 指示 し まし た 。 


2. 攻 撃 の 対象 は 、 国 連 憲 章 に 従っ た 人 道 支援 また は 平和 維持 任務 に 関与 する 人 員 、 施 設 、 資 材 、 部 隊 ま た は 車両 
0 し た 。 


3. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 員 、 設 備 、 資 材 、 ユ ニッ ト 、 ま た は 車両 が 攻撃 の 対象 と な る こと を 意図 し て いま し 
た 。 


4. そ の よう な 人 上 員 、 設 備 、 資 材 、 ユ ニッ ト 、 ま た に 車両 は 、 国 際 武 力 紛争 法 の 下 で 民間 人 また は 民間 人 に 与え ら 
れる 保護 を 受け る 権利 が あり まし た 。 


5. 加 害 者 は 、 そ の 保護 を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 











7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 





60 決議 RC / Res.5 に よっ て 修正 され まし た 。 





犯罪 の 要素 





第 8 条 (2) (e) (iv) 
保護 対象 を 攻撃 する 戦争 犯罪 


要素 
1. 実 行者 が 攻撃 を 指示 し まし た 。 


2. 攻 撃 の 対象 は 、 宗 教 、 教 育 、 芸 術 、 科 学 また は 慈善 目的 に 捧げ られ た 1 つ 以 上 の 建物 、 歴 史 的 建造 物 、 病 院 、 
また は 病人 や 負傷 者 が 収集 され る 場所 で あり 、 軍 事 目的 で は あり ませ ん で し た 。 


3. 加 害 者 は 、 宗 教 、 教 育 、 芸 術 、 科 学 ま た は 慈善 目的 に 捧げ られ た その よう な 建物 、 歴 史 的 建造 物 、 病 院 、 ま た 
は 病人 や 負傷 者 が 収集 され る 場所 を 意図 し まし た が 、 こ れ ら は 軍事 目的 で は あり ませ ん で し た 。 


4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛 争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (V) 

略奪 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 実 行者 は 特定 の 資産 を 割り 当て まし た 。 

2. 実 行者 は 、 財 産 の 所 有 者 を 奪い 、 私 的 また は 個人 的 な 使用 に それ を 割り 当て る こと を 意図 し て いま し た 。 





3. 流 用 は 、 所 有 者 の 同意 な し で 行わ れ ま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 
5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (vi) -1 
レイ プ の 戦争 犯罪 


要素 


1. 侵 入 者 が 侵入 し た ss 犠牲 者 また は 性 器 を 持っ た 加害 者 の 体 の 任意 の 部 分 、 ま た は 任意 の 物体 また は 他 の 部 分 を 
持っ た 犠牲 者 の 肛門 また は 生殖 器 の 開口 部 の 浸透 を も た ら す 行為 に よる 人 の 体 体 。 


2. 侵 略 は 、 暴 力 、 強 迫 、 拘 留 、 心 理 的 抑圧 また は 権力 の 乱用 の 設 れ に よっ て 引き 起こ され る よう な 、 力 に よっ 
て 、 ま た は 力 ま た は 強制 の 脅威 に よっ て 、 そ の よう な 人 また は 他 の 人 に 対し て 、 ま た は 強制 的 な 環境 、 ま 
た は 真 の 同意 を 与え る こと が で き な い 人 に 対し て 侵入 が 行わ れ た 。 e 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 

















61 1949 年 の ジュ ネー ブ 条 約 の 下 で 特別 に 保護 され た 人 々 、 ま た は 法 と 秩序 を 維持 する こと の み を 目的 と し て 留置 され た 警察 の 地域 で の 存在 は 、 そ れ 自 体 
で 地域 を 軍事 目的 に する も の で は あり ませ ん 。 


62 「 私 的 また は 私 的 使用 」 と いう 用 語 の 使用 に よっ て 示さ れる よう に 、 軍 事 的 必要 性 に よっ て 正当 化 さ れる 流用 は 、 略 奪 の 犯罪 を 構成 する こと は で きま 
せん 。 







































































63 「 侵 略 」 の 概念 は 、 ジ ェ ン ダー ニュ ー ト ラル に な る の に 十分 な 広 さ を 意図 し て いま す 。 


64 自然 の 、 誘 発 さ れ た 、 ま た は 加 齢 に 関連 し た 無能 力 の 影響 を 受け た 場合 、 人 は 真 の 同意 を 与え る る こと が で き な い 可能 性 が ある こと が 理解 され て いま す 。 こ の 脚注 
は 、 第 8 条 (2) (e) (Vi) -3、5、 お よび 6 の 対応 する 要素 に も 適用 され ます 。 
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犯罪 の 要素 





第 8 条 (2) (e) (vi) -2 性 的 
奴隷 制 の 戦争 犯罪 ss 
要素 


1. 実 行者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 購入 、 販 売 、 貸 与 、 物 々 交換 する こと に よっ て 、 ま た は 同様 の 自由 の 和 剥 礁 を 
課す こと に よっ て 、1 人 また は 複数 の 人 の 所 有 権 に 付随 する 権限 の 一 部 また は すべ て を 行使 し まし た 。 es 





2. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 を 性 的 な 性 質 の 1 つま た は 複数 の 行為 に 従事 させ まし た 。 
3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (vi) -3 
強制 売春 の 戦争 犯罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、 暴 力 、 強 迫 、 拘 留 、 心 理 的 抑圧 また は 権力 の 乱用 の 坊 れ に よっ て 引き 起こ され る よう な 、 力 に よっ 
て 、 ま た は 力 ま た は 強制 の 脅威 に よっ て 、1 人 また は 複数 の 人 に 性 的 性 質 の 1 つま た は 複数 の 行為 を 行わ せ 
た 。 、 そ の よう な 人 また は 他 の 人 に 対し て 、 ま た は 強制 的 な 環境 また は その よう な 人 また は 人 の 真 の 同意 
を 与え る 能力 を 利用 する こと に よっ て 。 


2. 性 的 性 質 の 行為 と 引き 換え に 、 ま た は それ に 関連 し て 、 金 銭 的 また は その 他 の 利益 を 得る 、 ま た は 得る こと が 
期待 され る 実行 者 また は 他 の 人 。 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (vi) -4 
強制 妊娠 の 戦争 犯罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、 人 口 の 民族 構成 に 影響 を 与え た り 、 国 際 法 の 他 の 重大 な 違反 を 実行 し た りす る 目的 で 、 強 制 的 に 妊 
娠 させ た 1 人 以上 の 女性 を 監禁 し まし た 。 


2. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛 争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


3. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (vi) -5 

強制 不妊 手術 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 の 生物 学 的 生殖 能力 を 奪い まし た 。e 


2. 行 為 は 、 関 係 者 の 医学 的 また は 病院 で の 治療 に よっ て 正当 化 さ れる こと も 、 彼 ら の 真 の 同意 を 得 て 実 行 さ れる 
こと も あり ませ ん で し た 。 es 























65 この 犯罪 の 複雑 な 性 質 を 考え る と 、 そ の 委員 会 は 、 共 通 の 犯罪 目的 の 一 部 と し て 複数 の 加害 者 を 巻き 込む 可能 性 が ある こと が 認識 され て いま す 。 
































66 この よう な 自由 の 剥奪 に は 、 状 況 に よっ て は 、 奴 隷 制 度 廃止 、 奴 隷 貿 易 、 お よび 奴隷 制 に 類似 し た 制度 と 慣行 に 関す る 補足 条約 で 定義 され て いる よう 
に 、 強 制 労働 を 強制 する か 、 そ う で な けれ ば 人 を 奴隷 状態 に 引き 下げ る こと が 含ま れる 場合 が ある こと が 理解 され ます 。 1956. こ の 要素 で 説明 され て い 
る 行為 に は 、 人 、 特 に 女性 と 子供 へ の 人 身 売 買 が 含ま れる こと も 理解 され て いま す 。 


























67 選 奪 は 、 実 際 に は 非 永続 的 な 影響 を 与え る 避妊 措置 を 含む こと を 意図 し て いま せん 。 「 本 物 の 同意 」 に は 、 天 暑 に よっ て 
68 得 ら れ た 同意 は 含ま れ な いこ と が 理解 され ます 。 











犯罪 の 要素 





3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛 争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (Vi) -6 性 的 
暴力 の 戦争 犯罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、1 人 また は 複数 の 人 に 対し て 性 的 性 質 の 行為 を 行っ た 、 ま た は その よう な 人 に 、 力 に よっ て 、 ま た 
は 暴力 の 恐れ に よっ て 引き 起こ され る よう な 力 ま た は 強制 の 脅迫 に よっ て 性 的 性 質 の 行為 を 行わ せ た 。 、 
強要 、 拘 留 、 心 理 的 抑圧 また は 権力 の 乱用 、 そ の よう な 人 また は 他 の 人 に 対す る 、 ま た は 強制 的 な 環境 ま 
た は その よう な 人 また は 人 の 真 の 同意 を 与え る 能力 を 利用 する こと に よる 。 


2. そ の 行為 は 、 ジ ュ ネ ー ブ 諸 条約 に 共通 する 第 3 条 の 重大 な 違反 と 同等 の 重大 な も の で し た 。 


3. 加 害 者 は 、 行 為 の 重大 性 を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (vii) 
子供 を 使用 し 、 徴 兵 し 、 入 隊 さ せる 戦争 犯罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、1 人 以上 の 人 を 徴兵 また は 軍隊 また は グル ー プ に 参加 させ る か 、1 人 以上 の 人 を 使用 し て 敵対 行為 に 
積極 的 に 参加 し まし た 。 


2. そ の よう な 人 は 15 歳 未満 で し た 。 
3. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 が 15 歳 未満 で ある こと を 知っ て いた か 、 知 っ て いた は ず で す 。 
4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (viii) 

民間 人 を 追放 する 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、 民 間 人 の 追放 を 命じ まし た 。 

2. そ の よう な 命令 は 、 関 係 する 民間 人 の 安全 また は 軍事 的 必要 性 に よっ て 正当 化 さ れ ま せん で し た 。 
3. 加 害 者 は 、 そ の よう な 命令 を 与え る こと に よっ て その よう な 移動 を 実行 する 立場 に あり まし た 。 

4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (ix) 
不法 に 殺害 また は 負傷 する 戦争 犯罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 に 適用 され る 国際 法 の 規則 に 基づい て 保護 を 受け る 権利 が ある 、 ま た は 同意 する 義務 が あ 
る 1 人 以上 の 戦闘 員 の 敵対 者 の 信頼 また は 信念 を 招き まし た 。 


2. 加 害 者 は 、 そ の 自信 や 信念 を 裏切る こと を 意図 し て いま し た 。 
3. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 を 尊 害 また は 負傷 させ た 。 
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犯罪 の 要素 





4. 加 害 者 は 、 そ の よう な 人 を 殺 し た り 負 傷 さ せ た り する 際 に 、 そ の 自信 や 信念 を 利用 し まし た 。 
5. そ の よう な 人 は 不利 な 当事者 に 属し て いま し た 。 

6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 

7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (x%) 


四半 期 を 否定 する 戦争 犯罪 
要素 


1. 実 行者 は 、 生 存 者 が いな いこ と を 宣言 また は 命令 し まし た 。 


2. そ の よう な 宣言 また は 命令 は 、 生 存 者 が いな いこ と に 基づい て 、 敵 を 脅迫 し た り 、 敵 対 行為 を 行っ た りす る た 
め に 与え られ まし た 。 


3. 加 害 者 は 、 宣 言 ま た は 命令 が 向け られ た 従属 部 隊 を 効果 的 に 指揮 また は 管理 する 立場 に あり まし た 。 


4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e@) (xi) -1 
肉 刑 の 戦争 犯罪 
要素 


1. 加 害 者 は 、 特 に 1 人 また は 複数 の 人 を 永久 に 傷つけ た り 、 臓 器 や 付属 肢 を 永久 に 無効 に し た り 取り 外し た りす 
る こと に よっ て 、1 人 また は 複数 の 人 を 切断 し まし た 。 


2. そ の 行為 は 、 そ の よう な 人 の 死 を 引き 起こ し た か 、 ま た は その よう な 人 の 身体 的 また は 精神 的 健康 を 深刻 に 危険 に さら し まし た 。 


3. そ の 行為 は 、 関 係 者 の 医学 的 、 歯 科 的 また は 病院 で の 治療 に よっ て 正当 化 さ れる こと も 、 そ の よう な 人 また は 
人 の 利益 の た め に 実行 され る こと も あり ませ ん で し た 。e 


4. そ の よう な 人 は 、 紛 争 の 別 の 当事者 の 権力 を 握っ て いた 。 
5. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛 争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


6. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (xi) -2 
医学 的 また は 科学 的 実験 の 戦争 犯罪 

要素 

1. 実 行者 は 、1 人 また は 複数 の 人 を 医学 的 また は 科学 的 な 実験 に か け ま し た 。 


2. 実 験 は 、 そ の よう な 人 の 死 を 引き 起こ し た か 、 身 体 的 また は 精神 的 な 健康 また は 完全 性 を 深刻 に 危険 に さ 
まし た 。 


3. そ の 行為 は 、 そ の よう な 人 また は 関係 者 の 医学 的 、 歯 科 的 また は 病院 で の 治療 に よっ て 正当 化 さ れる こと も 、 そ の よう な 人 ま 
た は 人 の 利益 の た め に 実行 され る こと も あり ませ ん で し た 。 


4. そ の よう な 人 は 、 紛 争 の 別 の 当事者 の 権力 を 握っ て いた 。 
5. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


6. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 























69 同意 は この 犯罪 に 対す る 防御 で は あり ませ ん 。 犯罪 は 、 関 係 者 の 健康 状態 に よっ て 示さ れ て いな い 、 お よい 同様 の 医療 状況 下 で 手順 を 実行 する 当事者 
の 国民 で あり 、 そ の 人 に 適用 され る 一 般 的 に 受け 入れ られ て いる 医療 基準 と 一 致し な い 医 療 手順 を 禁止 し ます 決し て 自由 を 奪わ れ て いる わけ で は あり 
ませ ん 。 こ の 脚注 は 、 第 8 条 (2) (e) (xi) -2 の 同様 の 要素 に も 適用 され ます 。 
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第 8 条 (2) (e) (xii) 

敵 の 財産 を 破壊 また は 押収 する 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、 特 定 の 資産 を 破壊 また は 押収 し まし た 。 

2. そ の よう な 財産 は 敵 の 財産 で し た 。 

3. そ の よう な 財産 は 、 武 力 紛争 の 国際 法 の 下 で その 破壊 また は 押収 か ら 保護 され て いま し た 。 
4. 加 害 者 は 、 財 産 の 地位 を 確立 し た 実際 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 

5. 軍 事 的 必要 性 に より 、 破 壊 ま た は 押収 は 必要 あり ませ ん で し た 。 

6. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 





7. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (xiii) zo 

毒物 また は 毒物 を 使用 し た 戦争 犯罪 

要素 

1. 加 害 者 は 、 そ の 雇用 の 結果 と し て 物質 を 放出 する 物質 また は 武器 を 使用 し まし た 。 


2. こ の 物質 は 、 そ の 毒性 に より 、 通 常 の 出来 事 の 過程 で 死 ま た は 健康 に 深刻 な 損傷 を 引き 起こ す よ うな も の で し 
た 。 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛 争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (xiv) ヵ 

禁止 され て いる ガス 、 液体 、 材 料 、 ま た は 装置 を 使用 する 戦争 犯罪 
要素 

1. 加 害 者 は 、 ガ ス ま た は 他 の 類似 の 物質 また は 装置 を 使用 し まし た 。 


2. ガ ス 、 物 質 、 ま た は 装置 は 、 窒 息 ま た は 毒性 の 性 質 に より 、 通 常 の 出来 事 の 過程 で 死 ま た は 健康 に 深刻 な 損傷 
を 引き 起こ す よ うな も の で し た 。 ゎ 


3. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


4. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 (2) (e) (xv) ぉ 

禁止 され た 弾丸 を 使用 する 戦争 犯罪 
要素 

1. 実 行者 は 特定 の 弾丸 を 使用 し まし た 。 


2. 弾 丸 は 、 人 体 で 容易 に 膨張 また は 平坦 化す る た め 、 そ の 使用 が 武力 紛争 の 国際 法 に 違反 する よう な も の で し 
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3. 加 害 者 は 、 弾 丸 の 性 質 上 、 彼 ら の 雇用 が 苦痛 や 負傷 の 影響 を 無用 に 悪化 させ る よう な も の で ある こと を 認識 し 
て いま し た 。 





70 決議 RC/ Res.5 に よっ て 修正 され まし た 。 見 る 2070 存 2 忌 37 万 か み ら 6 選 77 己 ま で 、 カ ン ノ ザラ の 司 奉 効 表 薇 聞 記 の ワー マ 送 の と ど ュ ユー 会 髪 の 公 欧 訪 痕 ( ( 
国際 刑事 裁判 所 の 出版 物 、RC / 11) 、 パ ー ト ll。 


71 同上 。 


72 この 要素 の いか な る 内 容 も 、 化 学 兵器 の 開発 、 生 産 、 備 薔 お よび 使用 に 関す る 国際 法 の 既存 また は 開発 中 の 規則 を 制限 また は 害する も の と し て 解釈 さ 
れ な いも の と し ます 。 

73 決議 RC/ Res.5 に よっ て 修正 され まし た 。 見 る 2070 存 2 忌 37 万 か み ら 6 選 77 三 ま で 、 カ ン / ノ ザラ の 司 奉 効 表 薇 聞 記 の ワー マ 送 の と ど ュ ユー 会 髪 の 公 欧 有 痕 ( ( 

国際 刑事 裁判 所 の 出版 物 、RC / 11) 、 パ ー ト ll。 
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4. こ の 行為 は 、 国 際 的 な 性 格 で は な く 、 武 力 紛 争 の 文脈 で 行わ れ 、 そ れ に 関連 し て いた 。 


5. 加 害 者 は 、 武 力 紛争 の 存在 を 立証 する 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


第 8 条 ど ズ ィ 。 

侵略 犯罪 

序章 

1. 第 8 条 で 言及 され て いる 行為 の いずれ か が 理解 され て いる ど ス 、 パ ラグ ラフ 2、 攻 撃 行 為 と し て の 資格 。 


2. 軍 隊 の 使用 が 国連 一 章 と 矛盾 し て いた か どう か に つい て 、 加 害 者 が 法 的 な 評価 を 行っ た こと を 証明 する 必要 は 
あり ませ ん 。 


3.「 マ ニ フ ェ スト 」 と いう 用 語 は 、 客 観 的 な 資格 で す 。 


4. 国 連 憲 章 違反 の 「 マ ニ フ ェ スト 」 の 性 質 に 関し て 、 加 害 者 が 法 的 評価 を 行っ た こと を 証明 する 必要 は あり ませ 
ん 。 


要素 

1. 加 害 者 は 、 攻 撃 行 為 を 計画 、 準 備 、 開 始 、 ま た は 実行 し まし た 。 

2. 実 行者 は 人 で し た ぉ 侵略 行為 を 行っ た 国家 の 政治 的 また は 軍事 的 行動 を 効果 的 に 支配 また は 指揮 する 立場 に あ 
る 。 


3. 侵 略 行為 、 つ まり 、 他 国 の 主権 、 領 土 保 全 、 政 治 的 独立 に 反対 する 国 に よる 武力 の 行使 、 ま た は 国連 憲章 と 矛 
盾 する その 他 の 方 法 が 行わ れ た 。 





4. 加 害 者 は 、 そ の よう な 軍隊 の 使用 が 国連 憲章 と 矛盾 し て いる こと を 立証 し た 事実 上 の 状況 を 認識 し て いた 。 


5. 侵 略 行為 は 、 そ の 性 格 、 重 力 、 規 模 に よっ て 、 国 連 憲 章 の 明白 な 違反 を 構成 し まし た 。 


6. 加 害 者 は 、 国 連 憲 章 の その よう な 明白 な 違反 を 立証 し た 事実 上 の 状況 を 認識 し て いま し た 。 








74 決議 RC/ Res.6 に よっ て 修正 され まし た 。 見 る 2070 存 2 忌 37 万 か ら 6 己 77 三 まで 、 カ ン ノ ザラ の 司 奉 効 表 夏 逆 放 の ワー マ 送 の レ ど ュー 会 医 の 公 欧 及 痕 ( ( 
国際 刑事 裁判 所 の 出版 物 、RC / 11) 、 パ ー ト Il。 


75 攻撃 行為 に 関し て は 、 複 数 の 人 が これ ら の 基準 を 満た す 立場 に ある 可能 性 が あり ます 。 
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